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Ⅰ　調査の概要及び回答者の属性



（１） 調査の目的

　第6期中標津町総合発展計画に基づく取組みに対する町民皆さんの意見や考え方を

把握し、今後の町政に反映させ計画的に施策を実施することを目的とします。

（２） 調査対象及び調査方法

◆ 調 査 対 象 ： ２０歳以上の町内に居住する男女

◆ 抽 出 法 ： 無作為抽出（住民基本台帳より抽出）

◆ 調 査 方 法 ： 郵送法（郵送による配布・回収）

◆ 調 査 時 期 ： 令和３年５月

◆ 調 査 区 域 ： 中標津町内全域

（３） 配布数及び回収結果

◆ 配 布 数 ：

◆ 有効回収数 ：

◆ 有効回収率 ：

（４） 本調査結果報告書の留意点

　本報告書の内容について、次の点に留意して下さい。

○ 比率は百分率（％）で表し、小数点以下２位を四捨五入して算出しているため、

合計が１００％を上下する場合もあります。

○ 基礎となるべき実数は、“回答数＝○○○”として掲載し、各比率は回答数を

１００％として算出しました。

○ 質問の終わりに【複数回答】とある問は、１人の回答者が複数の回答を出しても

よい問となっています。

○ 文中、グラフ中の選択肢の文言は一部簡略化しています。

○ 問の中には、「～に○をつけた方にうかがいます。」などさまざまな制限があり、

また、属性別での職業別など回答者が少なく、有意性の低いものも含まれます。

１　調査の概要

５００票

１６８票

３３．６％

1



（１） 一般町民（２０歳以上の町内に居住する男女）
① 性別

　回答者の性別構成は、「男性」が59名・35.1％、「女性」が89名・53.0％、

「無回答」が20名・11.9％となっています。

② 年齢

　回答者の年齢構成は、「70歳以上」が51名・30.4％で最も多く、次いで「60代」

が31名・18.5％、「50代」が29名・17.3％、「40代」が25名・14.9％、「30

代」が22名・13.1％、「20代」が9名・5.4％の順となっています。

③ 職業

　回答者の職業は、「その他サービス業等」が36名・21.4％で最も多く、次

いで「無職」が32名・19.0％、「主婦（夫）」が27名・16.1％、「パート

タイム・アルバイト」が23名・13.7％、「製造業・建設業」が19名・11.3％、

「農林業」が13名・7.7％、「卸小売業・飲食業」が10名・6.0％、

「学生・その他」が7名・4.2％、「無回答」が1名・0.6％の順となっています。

農協区域」がありません。

２　回答者の属性

男性, 35.1% 女性, 53.0% 無回答, 11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

168

20代, 

5.4%
30代, 13.1% 40代, 14.9% 50代, 17.3% 60代, 18.5% 70歳以上, 30.4%

無回答,0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

168

農林業, 7.7%

製造業・建設業, 11.3%

卸小売業・飲食業, 6.0%

その他ーサービス業等, 21.4%

パートタイム・アルバイト, 

13.7%

主婦（夫）, 16.1% 無職, 19.0%

学生・その他, 4.2%

無回答, 0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

168
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④ 通勤・通学先

　回答者の通勤・通学先は、「町内」が91名・54.2％で最も多く、次いで「該

当なし・その他」が41名・24.4％、「無回答」が22名・13.1%、「町外」が

14名・8.3%の順となっています。

⑤ 家族構成

　回答者の家族構成は、「親子（2世代）」が65名・38.7％で最も多く、次い

で「夫婦」が56名・33.3％、「単身」が22名・13.1％、「親・子・孫」が13名

・7.7％、「その他」が9名・5.4％の順となっています。

⑥ 出身地

　回答者の出身地は、「中標津町」が65名・38.7％で最も多く、次いで「根室

管内」が46名・27.4％、「道内」が39名・23.2％、「道外」が13名・7.7％

の順となっています。

⑦ 居住地

　回答者の居住地は、「中標津市街」が140名・83.3％で最も多く、次いで「

中標津町農協区域」が11名・6.5％、「計根別農協区域」が9名・5.4％、「計根

別市街」が7名・4.2％の順となっています。

町内, 54.2% 町外, 8.3%
該当なし・その他, 

24.4%
無回答, 13.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

168

夫婦, 33.3% 親子, 38.7%

親・子・孫, 7.7%

単身, 13.1% その他, 5.4%無回答, 1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

168

中標津町, 38.7% 根室管内, 27.4% 道内, 23.2% 道外, 

7.7%

無回答, 3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

168

中標津市街, 83.3%

中標津町農協区域,6.5%

計根別市街, 4.2%

計根別農協区域, 5.4%

無回答, 0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数
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⑧ 居住年数

　回答者の居住歴は、「20年以上」が102名・60.7％で最も多く、次いで「5年

以上20年未満」が40名・23.8％、「1年以上5年未満」が18名・10.7％、「1年

未満」が8名・4.8％の順となっています。

1年未満, 4.8%

1年以上5年未満, 10.7%

5年以上20年未満, 

23.8%
20年以上, 60.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

168
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Ⅱ　まちづくり町民アンケート調査結果



まちへの愛着度について

　町民のまちに対する愛着度を把握するため、愛着を「感じている」、「どちらかといえ

ば感じている」、「どちらかといえば感じていない」、「感じていない」の中から１つを

選んでもらいました。

　その結果、愛着を「感じている」と回答した人が90名・53.6％と最も多く、次いで

「どちらかといえば感じている」が53名・31.5％で続き、これらをあわせた“愛着を

感じている”という人が85.1％となりました。

　これに対して、“愛着を感じていない”（「どちらかといえば感じていない」20名・

11.9％及び「感じていない」5名・3.0％の合計）は25名・14.9％ととなっており、

総じてまちへの愛着度は高いといえます。［図表１参照］

　性別の“愛着を感じている”割合は女性85.4％、男性86.4％と、ほぼ同様の愛着度

となっています。

　年齢別では、70歳以上が94.1％“愛着を感じている”となっていますが、一方で30

代では59.1％と低くなっています。

　職業別・居住地・居住年数の“愛着を感じている”割合の高い層をみると、職業別で

は学生・その他が100％となっており、居住地別では計根別市街区域（100％）、居住

年数では20年以上（92.1％）などとなっています。

［図表2参照］

１　愛着度・定住意向について

（１）

　問２　あなたは、中標津町に「自分のまち」としての愛着を感じていますか。

▼

　● “愛着を感じている”が85.1％、“愛着を感じていない”は14.9％。

図表１ まちへの愛着度について（全体）

感じている, 

53.6%

どちらかといえば感じ

ている, 31.5%

どちらかといえば感じていな

い, 11.9%

感じていない, 3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

割合

回答数

168
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図表2 まちへの愛着度について（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）
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今後の定住意向について

　今後も町に住み続けたいかどうかをたずねたところ、「住み続けたい」と答えた人が

86名・51.2％で最も多く、これに「どちらかといえば住み続けたい」（62名・36.9％）

をあわせた148名・88.1％の人が“住み続けたい”という意向を示しています。

　一方、「どちらかといえば住みたくない」と答えた人は19名・11.3％となっており

「住みたくない」と答えた人は０人であったため、“住みたくない”という人は19名・

11.3%にとどまり、定住意向が強い結果となっています。［図表３参照］

　性別で“住み続けたい”割合をみると、男性が88.1％、女性が87.6％とほぼ同数の結

果となっています。

　年齢別では、70歳以上の“住み続けたい”割合が、96.0％と最も高い結果となってい

ます。

　一方で30代では“住み続けたい”割合が68.2％と最も低い結果となっています。

　職業別・居住年数・居住地別で“住み続けたい”割合の高い層をみると、職業別では

無職（96.9％）、居住地では計根別農協区域（88.9％）、居住年数では20年以上

（95.1％）などとなっています。［図表４参照］

（２）

　　問３① あなたは、今後も中標津町に住み続けたいと思いますか。

▼

　　● “住み続けたい”が88.1％、“住みたくない”は11.3％。

図表３ 今後の定住意向について（全体）

住み続けたい, 51.2%
どちらかといえば住

み続けたい, 36.9%

どちらかといえば

住みたくない, 11.3%

住みたくない, 0.0%

無回答,0.6%
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割合
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数

168
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図表４ 今後の定住意向について（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）
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卸小売業・飲食業

その他ーサービス業等

パートタイム・アルバイト

主婦（夫）

無職

学生・その他

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい どちらかといえば住みたくない 住みたくない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

13

19

10

36

23

27

32

7

回答数

168

性
別

年
齢

職
業

居
住
地

居
住
年
数
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住み続けたい主な理由

　問３①で“住み続けたい”と回答した人（全体の88.1％・148名）に理由をたずね

たところ、「自然が豊かだから」（19.4％）が第1位に挙げられ、次いで「生活する環境

が便利だから」（16.7％）が続き、以下「日常の買い物が便利だから」（15.4％）、

「親や親戚がいる住み慣れた土地だから」（13.5％）などの順となっています。

［図表５参照］

（３）

　問３② 住み続けたい主な理由は何ですか。（①で「１．」または「２．」に○をつけた
　　 　　方のみ）【複数回答】

▼

　● 「自然が豊かだから」が第1位。次いで「生活する環境が便利だから」、
　　「日常の買い物が便利だから」の順。

図表５ 住み続けたい主な理由（全体／複数回答）

19.4%

16.7%

15.4%

13.5%

10.9%

7.7%

4.2%

3.4%

3.2%

2.7%

2.1%

0.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

自然が豊かだから

生活する環境が便利だから

日常の買い物が便利だから

親や親戚がいる住み慣れた土地だから

職場があるから

友人など人間関係があるから

通勤や通学が便利だから

特に理由はない

その他

医療や福祉が充実しているから

町の将来に希望が持てるから

教育環境がよいから

回答数=377
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住みたくない主な理由

　問３①で“住みたくない”と回答した人（全体の11.3％・19名）に理由をたずねた

ところ、「道路事情や交通の便が悪い」（20.9％）が第１位に挙げられ、次いで

「保健・医療・福祉分野のサービスや施設が不十分」（18.6％）が続き、以下「その他」

（16.3％）、「子どもの保育・教育のことが心配」（11.6％）などの順となっています。

［図表６参照］

▼

（４）

　問３③ 住みたくない主な理由は何ですか。（①で「３．」または「４．」に○をつけ
　　　　 た方のみ）【複数回答】

　● 「道路事情や交通の便が悪い」が第１位。次いで「保健・医療・福祉分野
　　　のサービスや施設が不十分」、「その他」の順。

図表６ 住みたくない主な理由（全体／複数回答）

20.9%

18.6%

16.3%

11.6%

9.3%

7.0%

7.0%

4.7%

2.3%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

道路事情や交通の便が悪い

保健・医療・福祉分野のサービスや施設が不十分

その他

子どもの保育・教育のことが心配

情報通信基盤が整っていない

日常の買い物が不便

町内に適当な職場が少ない

スポーツ施設や文化施設が不十分

コミュニティ活動など住民の交流がない

生活基盤施設の整備が遅れている

地域の行事や近所づきあいが面倒

消防・防災・防犯体制に不安を感じる

回答数＝43
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中標津町全体について

　全体的なまちづくりに対する満足度についてたずねたところ、「どちらかといえば満足

している」と答えた人が45.2％、これに「満足している」（12.5％）をあわせた“満足

している”という人が57.7％となっています。

　一方、“満足していない”（「どちらかといえば満足していない」（31.5％）、「満

足していない」（4.8％）の合計）は36.3％となっており、全体的に満足している町民が

過半数を占めています。

　年齢別の“満足している”割合は、70歳以上が72.5％と高く、次いで40代が64.0％、

20代が55.5％となっています。[図表７参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　● “満足している”が57.7％、“満足していない”が36.3％。

図表７ 中標津町のまちづくりに満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

２　中標津町の取り組みに対する町民の声

（１）

　問４　全体的にみた中標津町のまちづくりに満足していますか。

▼

12.5%

15.3%

11.2%

11.1%

13.6%

8.0%

10.3%

9.7%

17.6%

10.7%

36.4%

0.0%

22.2%

45.2%

49.2%

38.2%

44.4%

31.8%

56.0%

34.5%

41.9%

54.9%

46.4%

36.4%

42.9%

44.4%

31.5%

28.8%

37.1%

33.3%

45.5%

28.0%

44.8%

32.3%

17.6%

32.9%

27.3%

28.6%

11.1%

4.8%

0.0%

7.9%

11.1%

9.1%

4.0%

6.9%

6.5%

0.0%

4.3%

0.0%

14.3%

11.1%

6.0%

6.8%

5.6%

0.0%

0.0%

4.0%

3.4%

9.7%

9.8%

5.7%

0.0%

14.3%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　「どちらかといえば関心を持っている」と答えた人が43.5％で、これに「関心を持っている」

（14.3％）をあわせた“関心を持っている”という人が57.8％となりました。

　一方、“関心を持っていない”（「どちらかといえば関心を持っていない」（29.2％）及び

「関心を持っていない」（9.5％）の合計）は38.7％となり、関心を持っていない人が

３割以上という結果となりました。

　性別でみると、女性（57.3％）が男性（55.9％）より若干関心が高いことがうかがえます。

　年齢別でみると、70歳以上が70.6％と高く、次いで40代が60.0％、50代が55.2％と

なっています。[図表８参照]

　

図表８ まちの計画や取り組みへの関心について（全体、性別、年齢、居住地）

　● “関心を持っている”が57.8％、“関心を持っていない”が38.7％。

▼

　問５　まちの計画や取り組みに関心を持っていますか。

14.3%

20.3%

10.1%

11.1%

13.6%

8.0%

6.9%

16.1%

21.6%

12.1%

18.2%

42.9%

22.2%

43.5%

35.6%

47.2%

22.2%

36.4%

52.0%

48.3%

32.3%

49.0%

42.1%

54.5%

28.6%

55.6%

29.2%

30.5%

31.5%

33.3%

31.8%

32.0%

37.9%

35.5%

17.6%

30.0%

27.3%

28.6%

22.2%

9.5%

10.2%

7.9%

33.3%

18.2%

8.0%

6.9%

9.7%

3.9%

11.4%

0.0%

0.0%

3.6%

3.4%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.5%

7.8%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

関心を持っている どちらかといえば関心を持っている どちらかといえば関心を持っていない 関心を持っていない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　「どちらかといえばそう感じる」（27.4％）と「そう感じる」（4.8％）をあわせた“そう

感じる”が32.2％、一方“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（40.5％）

と「そう感じない」（8.9％）の合計）が49.4％となり、町民と行政が協力してまちづくりが

進められていると感じる人が、そう感じない人を下回っています。

　年齢別でみると、“そう感じる”が70歳以上が45.1％と高く、次いで40代が36.0％とな

っています。[図表９参照]

　

図表９ 町民と行政が協力してまちづくりを行っているか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問６　町民と行政が協力してまちづくりが進められていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が32.2％、“そう感じない”が49.4％。

4.8%

6.8%

3.4%

0.0%

0.0%

4.0%

6.9%

0.0%

9.8%

5.0%

9.1%

0.0%

0.0%

27.4%

23.7%

25.8%

0.0%

27.3%

32.0%

17.2%

29.0%

35.3%

25.7%

27.3%

28.6%

55.6%

40.5%

39.0%

46.1%

44.4%

59.1%

28.0%

62.1%

29.0%

31.4%

39.3%

54.5%

57.1%

22.2%

8.9%

6.8%

9.0%

0.0%

4.5%

20.0%

6.9%

19.4%

2.0%

10.0%

0.0%

14.3%

0.0%

18.5%

23.7%

15.7%

55.6%

9.1%

16.0%

6.9%

22.6%

21.6%

20.0%

9.1%

0.0%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後のまちづくりにおいて、どのような特色のあるまちにするべきかたずねたところ、「健

康で安心して暮らせるまち」（24.4％）が第１位に挙げられ、次いで「便利で快適に暮らせ

るまち」（19.0％）、「酪農や商工業など活力ある産業のまち」（16.1％）、「自然と共生

する美しいまち」（9.5％）、「多くの人が訪れる観光・交流のまち」（9.2％）の順となりま

した。年齢別の第1位を見ると、20代は「便利で快適に暮らせるまち」となり、その他の世

代では、「健康で安心して暮らせるまち」となっています。

[図表１０～１１参照]

図表１０ どのような特色のあるまちにするべきか（全体／複数回答）

図表11 どのような特色のあるまちにするべきか（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

便利で快適に暮らせるまち 酪農や商工業など活力のある産業のまち

21.4 （同率1位）21.4

　問７　今後のまちづくりにおいて、中標津町をどのような特色のあるまちにすべきだと考えま
　　　　すか。【複数回答】

▼

　●「健康で安心して暮らせるまち」が第１位。次いで「便利で快適に暮らせるまち」、
　　「酪農や商工業など活力ある産業のまち」の順。

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
便利で快適に暮らせるまち 健康で安心して暮らせるまち 酪農や商工業など活力のある産業のまち

27.8 22.2 （同率２位）22.2

30代
健康で安心して暮らせるまち

14.3

40代
健康で安心して暮らせるまち 酪農や商工業など活力のある産業のまち 同率複数のため省略

22.9 18.8 -

50代
健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち 酪農や商工業など活力のある産業のまち

21.8 20.0 16.4

60代
健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち 同率複数のため省略

25.0 16.1 -

70歳以上
健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち 酪農や商工業など活力のある産業のまち

28.4 20.0 14.7

居
住
地

中標津市街
健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち 酪農や商工業など活力のある産業のまち

25.5 19.8 12.9

中標津町農協区域
酪農や商工業など活力のある産業のまち 健康で安心して暮らせるまち 同率複数のため省略

31.8 18.2 -

計根別市街
酪農や商工業など活力のある産業のまち 多くの人が訪れる観光・交流のまち 同率複数のため省略

30.8 23.1 -

計根別農協区域
酪農や商工業など活力のある産業のまち 健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち

31.3 25.0 18.8

24.4%

19.0%

16.1%

9.5%

9.2%

7.0%

7.0%

6.3%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

健康で安心して暮らせるまち

便利で快適に暮らせるまち

酪農や商工業など活力ある産業のまち

自然と共生する美しいまち

多くの人が訪れる観光・交流のまち

広域的な拠点都市機能が集積したまち

教育文化スポーツ等の水準の高いまち

町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他
回答数＝316
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生活環境について

　中心市街地の利便性について、たずねたところ、「どちらかといえばそう感じる」

51.8％）これに「そう感じる」（20.8％）を合わせた“そう感じる”人は72.6％

となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」18.5％、「そう感じな

い」6.0％の合計）は24.5％となっており、全体的には中心市街地は便利で利用しやすい

と感じている町民が半数以上を占めています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が（76.3％）､女性が（72.0％）と男性が4.3ポ

イント上回っています。

　年齢別でみると40代が84.0％と高く、次いで20代が77.7％、30代が77.3％と

なっています。[図表12参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　● “そう感じる”が72.6％、“そう感じない”が24.5％。

図表１２ 中心市街地は便利で利用しやすいか（全体、性別、年齢、居住地）

（２）

　問８　中心市街地は便利で利用しやすいと感じますか。

▼

20.8%

28.8%

16.9%

44.4%

31.8%

16.0%

10.3%

19.4%

19.6%

20.0%

36.4%

0.0%

22.2%

51.8%

47.5%

55.1%

33.3%

45.5%

68.0%

62.1%

48.4%

47.1%

51.4%

18.2%

85.7%

77.8%

18.5%

16.9%

19.1%

11.1%

22.7%

12.0%

13.8%

19.4%

23.5%

18.6%

36.4%

14.3%

0.0%

6.0%

5.1%

4.5%

11.1%

0.0%

4.0%

13.8%

3.2%

5.9%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

3.0%

1.7%

4.5%

0.0%

0.0%

0.0%

9.7%

3.9%

2.9%

9.1%

0.0%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　道路や河川などが適切に維持管理されているかについてたずねたところ、「どちらかといえ

ばそう感じる」（42.9％）、これに「そう感じる」（12.5％）を合わせた“そう感じる”人

は55.4％となっています。

　一方、“そう感じない”（｢どちらかといえばそう感じない｣（26.8％）、｢そう感じない｣

（13.7％）合計）は40.5％となっています。

　性別で“そう感じる人”の割合は男性が56.0％、女性が55.1％と男性が0.9ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は40代が64.0％と高い一方、20代では33.3％と低く

なっています。[図表13参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問9　道路や河川などが適切に維持管理（側溝清掃、草刈りなど）されていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が55.4％、“そう感じない”が40.5％。

図表１３ 道路や河川などが適切に維持管理されていると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

12.5%

15.3%

12.4%

22.2%

18.2%

8.0%

13.8%

0.0%

17.6%

12.1%

18.2%

14.3%

11.1%

42.9%

40.7%

42.7%

11.1%

40.9%

56.0%

44.8%

45.2%

41.2%

44.3%

27.3%

57.1%

33.3%

26.8%

28.8%

27.0%

44.4%

27.3%

28.0%

24.1%

32.3%

19.6%

26.4%

45.5%

0.0%

22.2%

13.7%

11.9%

13.5%

22.2%

13.6%

8.0%

17.2%

16.1%

11.8%

14.3%

0.0%

28.6%

11.1%

4.2%

3.4%

4.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.5%

9.8%

2.9%

9.1%

0.0%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　「まちの緑」に満足しているかたずねたところ、「どちらかといえば満足している」

（45.8%）と、これに｢満足している｣（33.3%）をあわせた“満足している”という人が

79.1%となっています。

　一方、“満足していない”（「どちらかといえば満足していない」（11.3％）「満足してい

ない」（6.5％）の合計）は17.8％となっています。

　性別で“満足している”人は男性（78.0%）、女性（82.0%）と女性が4ポイント上回って

います。

　年齢別の“満足している”人の割合は、50代（93.1%）が高く、一方30代（68.2%）は

低くなっています。[図表１４参照]

図表１４ 「まちの緑」に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問10　自然、公園、家の周辺などの「まちの緑」に満足していますか。

▼

　●“満足している”が79.1％、“満足していない”が17.8％。

33.3%

33.9%

32.6%

55.6%

31.8%

40.0%

31.0%

25.8%

33.3%

29.3%

63.6%

57.1%

44.4%

45.8%

44.1%

49.4%

22.2%

36.4%

48.0%

62.1%

48.4%

43.1%

50.0%

27.3%

14.3%

33.3%

11.3%

10.2%

10.1%

11.1%

27.3%

4.0%

3.4%

9.7%

11.8%

10.7%

9.1%

14.3%

11.1%

6.5%

8.5%

5.6%

11.1%

4.5%

8.0%

3.4%

9.7%

5.9%

6.4%

0.0%

14.3%

11.1%

3.0%

3.4%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.5%

5.9%

3.6%

0.0%

0.0%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140
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7

9

性
別

年
齢
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地

17



　公共交通（バス）を利用して、便利に暮らすことができるかについてたずねたところ、「ど

ちらかといえばそう感じる」が19.6％、これに「そう感じる」7.7％を合わせた“そう感じ

る”人は27.3％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（39.9％）「そう感じない」

（25.6％）の合計）は65.5％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合では男性が30.5%、女性が21.3%と男性が9.2ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は70歳以上が49.1％となっていますが、20代では0％と

なっています。[図表15参照]

図表15 公共交通（バス）を利用して便利に暮らすことができるか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問11　公共交通（バス）を利用して、便利に暮らすことができると感じますか。

▼

　●“そう感じる”が27.3％、“そう感じない”が65.5％。

7.7%

5.1%

10.1%

0.0%

4.5%

4.0%

0.0%

0.0%

21.6%

7.9%

9.1%

0.0%

11.1%

19.6%

25.4%

11.2%

0.0%

22.7%

24.0%

10.3%

16.1%

27.5%

17.9%

27.3%

28.6%

33.3%

39.9%

33.9%

47.2%

66.7%

40.9%

40.0%

51.7%

41.9%

25.5%

41.4%

54.5%

14.3%

11.1%

25.6%

27.1%

25.8%

33.3%

27.3%

28.0%

31.0%

38.7%

11.8%

25.7%

9.1%

57.1%

22.2%

7.1%

8.5%

5.6%

0.0%

4.5%

4.0%

6.9%

3.2%

13.7%

7.1%

0.0%

0.0%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢
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住
地
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　中標津空港の利便性に満足しているかたずねたところ、「どちらかといえば満足している」

（42.9%）これに｢満足している｣（29.8%）をあわせた“満足している”という人が72.7%

となっています。

　一方、“満足していない”（「どちらかといえば満足していない」（14.9％）「満足してい

ない」（6.0％）の合計）は20.9％となっています。

　性別の“満足している”人の割合は男性（72.9%）、女性（69.6%）となり、男性が

3.3ポイント高くなっています。

　年齢別の“満足している”人の割合は、20代が77.8%と高くなっていますが、60代

は67.8%となっています。[図表16参照]

図表16 中標津空港の利便性に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問12　中標津空港利用の利便性に満足していますか。

▼

　●“満足している”が72.7％、“満足していない”が20.9％。

29.8%

27.1%

29.2%

55.6%

18.2%

28.0%

24.1%

32.3%

31.4%

30.7%

18.2%

28.6%

22.2%

42.9%

45.8%

40.4%

22.2%

54.5%

48.0%

44.8%

35.5%

43.1%

42.1%

45.5%

42.9%

55.6%

14.9%

15.3%

16.9%

22.2%

22.7%

16.0%

20.7%

12.9%

7.8%

15.0%

18.2%

28.6%

0.0%

6.0%

6.8%

5.6%

0.0%

4.5%

8.0%

10.3%

3.2%

5.9%

6.4%

0.0%

0.0%

11.1%

6.5%

5.1%

7.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.1%

11.8%

5.7%

18.2%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢
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　町内及びその周辺で必要な道路、交通手段についてたずねたところ、「地区内の身近な生活

道路の整備充実」（27.5％）が第１位に挙げられ、次いで「路線バスの利便性向上」

（23.9％）、｢広域幹線道路（国・道道）の整備充実」（17.3％）、「町内幹線道路の整備充

実」（16.1％）、「中標津空港の航路の充実」（13.7％）などの順となっています。

　年齢別で見ると30代・50代は「地区内の身近な生活道路の整備充実」が第１位となって

います。

[図表17～18参照]

（同率１位）25.0 （同率１位）25.0

計根別農協区域
町内幹線道路の整備充実 地区内の身近な生活道路の整備充実 同率複数のため省略

25.0 （同率１位）25.0 -

路線バスの利便性向上 同率複数のため省略
45.5 36.4 -

計根別市街
広域幹線道路（国・道道）の整備充実 地区内の身近な生活道路の整備充実 路線バスの利便性向上

25.0

居
住
地

中標津市街
地区内の身近な生活道路の整備充実 路線バスの利便性向上 広域幹線道路（国・道道）の整備充実

27.5 24.6 16.6

中標津町農協区域
地区内の身近な生活道路の整備充実

70歳以上
路線バスの利便性向上 地区内の身近な生活道路の整備充実 町内幹線道路の整備充実

32.3 30.6 17.7

60代
路線バスの利便性向上 地区内の身近な生活道路の整備充実 広域幹線道路（国・道道）の整備充実

33.3 31.3 14.6

（同率１位）22.0 -

50代
地区内の身近な生活道路の整備充実 路線バスの利便性向上 町内幹線道路の整備充実

26.5 22.4 20.4

広域幹線道路（国・道道）の整備充実 町内幹線道路の整備充実
30.6 19.4 （同率２位）19.4

40代
広域幹線道路（国・道道）の整備充実 同率複数のため省略中標津空港の航路の充実

22.0

年
　
　
　
　
齢

20代
広域幹線道路（国・道道）の整備充実 中標津空港の航路の充実 同率複数のため省略

29.4 23.5 -

30代
地区内の身近な生活道路の整備充実

　問13　今後、町及びその周辺ではどのような道路、交通手段が必要と考えますか。
　　　　【複数回答】

▼

　● 「地区内の身近な生活道路の整備充実」が第１位。次いで「路線バスの利便性向上」、
　　 「広域幹線道路（国・道道）の整備充実」、「町内幹線道路の整備充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表17 今後必要な道路交通手段について（全体／複数回答）

図表18 今後必要な道路交通手段について（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

27.5%

23.9%

17.3%

16.1%

13.7%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

地区内の身近な生活道路の整備充実

路線バスの利便性向上

広域幹線道路（国・道道）の整備充実

町内幹線道路の整備充実

中標津空港の航路の充実

その他

回答数＝255
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　安定して水道水が利用できていると感じるかについてたずねたところ、｢そう感じる｣

（64.3％）に｢どちらかといえばそう感じる」（25.0％）を合わせた“そう感じる”人は

89.3％となっています。

　一方、“そう感じない”（｢どちらかといえばそう感じない｣（6.5％）｢そう感じない」

（1.2％）の合計）は7.7％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が93.2%、女性が85.4%と男性が7.8ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は全ての年代が8割以上となっています。

　居住地別で“そう感じる”人の割合は中標津市街が90.7％となっています。[図表19参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問14　安定して水道水が利用できていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が89.3％、“そう感じない”が7.7％。

図表19  安定して水道水が利用できているか（全体、性別、年齢、居住地）

64.3%

69.5%

58.4%

55.6%

54.5%

88.0%

69.0%

54.8%

62.7%

67.1%

54.5%

71.4%

33.3%

25.0%

23.7%

27.0%

33.3%

40.9%

4.0%

24.1%

38.7%

17.6%

23.6%

27.3%

0.0%

55.6%

6.5%

5.1%

9.0%

0.0%

4.5%

8.0%

6.9%

6.5%

7.8%

6.4%

9.1%

14.3%

0.0%

1.2%

0.0%

2.2%

11.1%

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%
2.0%

0.7%

0.0%

11.1%

3.0%

1.7%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

9.8%

2.1%

9.1%

14.3%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地

21



　墓地の施設に満足しているかたずねたところ、｢どちらかといえば満足している｣

（42.3%）、これに｢満足している｣（22.6%）をあわせた“満足している”という人が

64.9％となっています。

　一方、“満足していない”（「どちらかといえば満足していない」（11.9％）「満足して

いない」（6.0％）の合計）は17.9％となっています。

　性別で“満足している”人は男性（76.2%）、女性（57.3%）と男性が18.9ポイント

上回っています。

　年齢別の“満足している”人は、40代で76.0％となっていますが、20代では44.4％と

低くなっています。[図表20参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問15　墓地の施設に満足していますか。

▼

　● “満足している”が64.9％、“満足していない”が17.9％。

図表20 墓地の施設に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

22.6%

25.4%

20.2%

22.2%

27.3%

16.0%

20.7%

9.7%

33.3%

22.1%

27.3%

14.3%

33.3%

42.3%

50.8%

37.1%

22.2%

45.5%

60.0%

34.5%

51.6%

35.3%

40.0%

63.6%

57.1%

44.4%

11.9%

8.5%

14.6%

22.2%

18.2%

4.0%

20.7%

6.5%

7.8%

12.1%

0.0%

14.3%

11.1%

6.0%

8.5%

5.6%

11.1%

0.0%

16.0%

6.9%

6.5%

2.0%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

17.3%

6.8%

22.5%

22.2%

9.1%

4.0%

17.2%

25.8%

21.6%

18.6%

9.1%

14.3%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
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　今後必要な施設整備についてたずねたところ、「道路の改良、舗装」（24.1％）が第１位

に挙げられ、次いで、｢高齢者福祉施設｣（19.8％）、｢街路灯・防犯灯｣（12.9％）、｢公

園、子どもの遊び場（ひろば）｣（12.2％）で続き、以下「道路側溝の整備｣（7.2％）、｢商

店・スーパー｣（5.4％）、「その他」（5.0％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は、20代が「街路灯・防犯灯」、60代が「高齢者福祉施設」、

30代・40代・50代・70歳以上では「道路の改良、舗装」となっています。

　また、居住地別の第１位も、全ての居住地で「道路の改良、舗装」となっています。

[図表21～22参照]

（同率２位）17.6

図表21 今後必要な施設整備について（全体／複数回答）

図表22 今後必要な施設整備について（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

道路の改良、舗装 公園、子どもの遊び場（ひろば）同率複数のため省略

公園、子どもの遊び場（ひろば）

計根別農協区域

計根別市街
公園、子どもの遊び場（ひろば）

33.3 20.0 -

高齢者福祉施設

（同率１位）28.6 21.4

54.5 （同率１位）54.5 27.3
道路の改良、舗装 高齢者福祉施設

28.6

居
住
地

中標津市街
道路の改良、舗装 高齢者福祉施設 街路灯・防犯灯

22.4 19.3 14.9

中標津町農協区域
道路の改良、舗装

70歳以上
道路の改良、舗装 高齢者福祉施設 街路灯・防犯灯

25.3 24.0 16.0

60代
高齢者福祉施設 道路の改良、舗装 道路側溝の整備

23.1 15.4 （同率２位）15.4

（同率２位）19.0

50代
道路の改良、舗装 街路灯・防犯灯 高齢者福祉施設

32.7 18.4 16.3

高齢者福祉施設
26.8 17.1 14.6

40代
道路の改良、舗装 公園、子どもの遊び場（ひろば）高齢者福祉施設

21.4 19.0

年
　
　
　
　
齢

20代
街路灯・防犯灯 道路の改良、舗装 高齢者福祉施設

23.5 17.6

30代
道路の改良、舗装 公園、子どもの遊び場（ひろば）

　問16　身近な生活環境のなかで、今後どのような施設の整備充実が必要だと思いますか。
　　　　【複数回答】

▼

　●「道路の改良、舗装」が第１位。次いで「高齢者福祉施設」の順。

第１位 第２位 第３位

24.1%

19.8%
12.9%

12.2%
7.2%

5.4%
5.0%

3.6%
3.6%

2.5%
1.8%

1.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

道路の改良、舗装

高齢者福祉施設

街路灯・防犯灯

公園、子どもの遊び場（ひろば）

道路側溝の整備

商店・スーパー

その他

障がい者福祉施設

下水道・排水路

ガードレール等交通安全施設

駐車場

集会所
回答数＝278
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　お住まいの地域は、良好なまちなみ（住環境）であると感じるかについてたずねたところ、

｢どちらかといえばそう感じる」（53.6％）に｢そう感じる｣（23.2％）を合わせた“そう感じ

る”は76.8％となっています。

　一方、“そう感じない”（｢どちらかといえばそう感じない｣13.7％）｢そう感じない｣

（5.4％）の合計）は19.1％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が83.0%、女性が68.6%と男性が14.4ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は40代が88.0％と高くなっていますが、50代では

62.0%と低くなっています。[図表23参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問17　お住まいの地域は「良好なまちなみ（住環境）である」と感じますか。

▼

　●“そう感じる”が76.8％、“そう感じない”が19.1％。

図表23 住んでいる地域は良好なまちなみと感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

23.2%

27.1%

16.9%

22.2%

18.2%

12.0%

10.3%

16.1%

41.2%

22.9%

27.3%

14.3%

22.2%

53.6%

55.9%

51.7%

55.6%

50.0%

76.0%

51.7%

67.7%

37.3%

55.7%

36.4%

42.9%

55.6%

13.7%

13.6%

16.9%

11.1%

27.3%

12.0%

17.2%

9.7%

9.8%

11.4%

27.3%

28.6%

22.2%

5.4%

1.7%

9.0%

11.1%

4.5%

0.0%

10.3%

3.2%

5.9%

5.0%

9.1%

14.3%

0.0%

4.2%

1.7%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

10.3%

3.2%

5.9%

5.0%

0.0%

0.0%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　自然環境や生活環境を保全するために必要な取り組みについてたずねたところ、「ごみ減量

化・リサイクル活動の支援｣（24.6％）が第１位に挙げられ、次いで「不法投棄など取り締ま

りの強化｣（22.1％）､｢環境美化活動の支援」（12.8％）､｢みどりあふれる景観づくりの支

援」（12.1％）の順となっています。

　年齢別でみると70歳以上では、「不法投棄など取り締まりの強化」が第１位となっていま

すがその他の年代では「ごみ減量化・リサイクル活動の支援」が第１位となっています。

[図表24～25参照]

図表24 自然環境や生活環境の保全について（全体／複数回答）

図表25 自然環境や生活環境の保全について（全体、年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

　問18　地域の自然環境や生活環境を保全するため、今後どのような取り組みが必要だと思い
　　　　ますか。【複数回答】

▼

　● 「ごみ減量化・リサイクル活動の支援」が第１位。次いで「不法投棄など取り締まりの
　　　強化」の順。

第１位 第２位 第３位

全 体
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 不法投棄など取り締まりの強化 環境美化活動の支援

24.6 22.1 12.8

年
　
　
　
　
齢

20代
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 不法投棄など取り締まりの強化 省エネルギーや新エネルギーの導入

33.3 13.3 （同率２位）13.3

30代
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 同率複数のため省略 同率複数のため省略

19.0 - -

40代
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 不法投棄など取り締まりの強化 環境美化活動の支援

24.4 （同率１位）24.4 15.6

50代
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 省エネルギーや新エネルギーの導入 環境美化活動の支援

22.9 18.8 16.7

60代
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 不法投棄など取り締まりの強化 環境美化活動の支援

30.4 28.6 10.7

70歳以上
不法投棄など取り締まりの強化 ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 同率複数のため省略

25.9 22.2 -

居
住
地

中標津市街
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 不法投棄など取り締まりの強化 省エネルギーや新エネルギーの導入

26.0 22.3 12.4

中標津町農協区域
不法投棄など取り締まりの強化 みどりあふれる景観づくりの支援 ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援

45.5 36.4 27.3

計根別市街
環境美化活動の支援 みどりあふれる景観づくりの支援 同率複数のため省略

44.4 22.2 -

計根別農協区域
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 不法投棄など取り締まりの強化 みどりあふれる景観づくりの支援

26.7 （同率１位）26.7 20.0

24.6%

22.1%

12.8%

12.1%

11.1%

4.8%

4.8%

3.1%

2.8%

1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

ごみ減量化・リサイクル活動の支援

不法投棄など取り締まりの強化

環境美化活動の支援

みどりあふれる景観づくりの支援

省エネルギーや新エネルギーの導入

環境保全意識の啓発

自然保護運動の支援

自然環境の調査・監視体制の強化

河川の水質浄化対策の推進

その他

回答数＝289

25



　日常生活でインターネットなどを活用しているかたずねたところ、｢活用している」

（45.2％）に｢どちらかといえば活用している｣（11.9％）を合わせた57.1％の人が“活用して

いる”と回答しています。

　一方、“活用していない”（｢活用していない｣（30.4％）「どちらかといえば活用してい

ない」（10.7％）の合計）人は41.1％となっています。

　性別で“活用している”人は男性が59.4%、女性が58.5%と男性が0.9ポイント上回ってい

ます。

　年齢別ではインターネットを活用している人は20代、30代、４０代で8割を超えていま

すが、一方で60代で約5割、70歳以上では約2割以下と低くなっています。[図表26参照]

　問19　日常生活でインターネットなどを活用していますか。

▼

　● “活用している”が57.1％、“活用していない”が41.1％。

図表26 インターネットの活用について（全体、性別、年齢、居住地）

45.2%

47.5%

46.1%

100.0%

77.3%

96.0%

44.8%

29.0%

7.8%

49.3%

27.3%

28.6%

22.2%

11.9%

11.9%

12.4%

0.0%

9.1%

4.0%

13.8%

22.6%

9.8%

12.9%

9.1%

0.0%

0.0%

10.7%

11.9%

10.1%

0.0%

9.1%

0.0%

17.2%

16.1%

11.8%

11.4%

18.2%

0.0%

0.0%

30.4%

27.1%

30.3%

0.0%

4.5%

0.0%

17.2%

32.3%

68.6%

25.0%

45.5%

57.1%

77.8%

1.8%

1.7%

1.1%

0.0%

0.0%

6.9%

0.0%

2.0%

1.4%

0.0%

14.3%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

活用している どちらかといえば活用している どちらかといえば活用していない 活用していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　インターネットを活用した社会に対応するため、今後の必要な取り組みについてたずねた

ところ、「情報弱者への対応」（26.1％）が第１位に挙げられ、次いで「情報通信基盤（光

ファイバーなど）の整備」（18.7％）、「個人情報保護対策等セキュリティ強化」（14.4

％）、「学校・生涯学習など情報教育の充実」（12.3％）などの順となっています。

[図表27～28参照]

図表27 インターネット活用に対する今後の取組みについて（全体／複数回答）

図表28 インターネット活用に対する今後の取組みについて（年齢、居住地／複数回答）

　問20　インターネットを活用した社会に対応するため、今後どのような取り組みが必要
　　　だと思いますか。【複数回答】

▼

　●「情報弱者への対応」が第１位。次いで「情報通信基盤（光ファイバーなど）の
　　整備」、「個人情報保護対策等セキュリティ強化」の順。

（上位3位　％）

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 学校・生涯学習など情報教育の充実 申請・届出など手続きの電子化

29.4 23.5 17.6

30代
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 学校・生涯学習など情報教育の充実 同率複数のため省略

34.9 20.9 -

40代
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 申請・届出など手続きの電子化 学校・生涯学習など情報教育の充実

34.8 19.6 （同率２位）19.6

50代
情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ強化 情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備

21.2 19.2 13.5

60代
情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ強化 各種行政情報など多様な分野での情報サービスの提供

37.5 25.0 10.7

70歳以上
情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ強化 町のホームページの充実

36.8 16.2 13.2

居
住
地

中標津市街
情報弱者への対応 情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 個人情報保護対策等セキュリティ強化

26.7 16.5 14.4

中標津町農協区域
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 情報弱者への対応 同率複数のため省略

54.5 27.3 -
計根別市街

情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 同率複数のため省略 同率複数のため省略
41.7 - -

計根別農協区域
情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ強化 情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備

41.7 25.0 16.7

26.1%

18.7%

14.4%

12.3%

10.9%

8.5%

6.7%

2.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

情報弱者への対応

情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備

個人情報保護対策等セキュリティ強化

学校・生涯学習など情報教育の充実

申請・届出など手続きの電子化

町のホームページの充実

各種行政情報など多様な分野での情報サービスの提供

その他

回答数＝284
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　日頃から家庭で災害への備えをしているかたずねたところ、｢どちらかといえばしている」

（33.9％）に｢している｣（16.7％）を合わせた“している”人の割合は50.6％となっていま

す。

　一方、“していない”（｢あまりしていない」（42.3％）「していない」（7.1％）の合計）

は49.4％となっています。

　性別で“している”人の割合は男性が52.6%、女性が46.0%と男性が6.6ポイント上回って

います。

　年齢別ではほとんどの年代で約4割を超えていますが、一方で30代は約３割以下と低くなっ

ています。[図表29参照]

　問21　日頃から家庭で災害（地震や風雪災害など）への備えをしていますか。

▼

　● “している”が50.6％、“していない”が49.4％。

図表29 日頃から家庭で災害への備えをしているか（全体、性別、年齢、居住地）

16.7%

15.3%

15.7%

33.3%

9.1%

20.0%

13.8%

16.1%

15.7%

17.1%

9.1%

28.6%

0.0%

33.9%

37.3%

30.3%

11.1%

18.2%

44.0%

31.0%

41.9%

37.3%

32.9%

45.5%

42.9%

33.3%

42.3%

44.1%

42.7%

44.4%

59.1%

36.0%

48.3%

38.7%

37.3%

45.0%

36.4%

28.6%

22.2%

7.1%

3.4%

11.2%

11.1%

13.6%

0.0%

6.9%

3.2%

9.8%

5.0%

9.1%

0.0%

44.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

している どちらかといえばしている あまりしていない していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　地域や企業などで防犯活動に参加しているかたずねたところ、｢たまに参加している｣

（13.7％）に｢参加している｣（7.7％）を合わせた“参加している”人は21.4％となってい

ます。

　一方、“参加していない”（｢参加していない｣（59.5％）「あまり参加していない」

（18.5％）の合計）は78.0％となっています。

　性別で“参加している”人の割合は男性が17.0%、女性が21.3%と女性が4.3ポイント上回

っています。

[図表30参照]

図表30 地域や企業などで防犯活動に参加しているか（全体、性別、年齢、居住地）

　問22　地域や企業などでの防犯活動に参加していますか。

▼

　● “参加している”が21.4%、“参加していない”が78.0％。

7.7%

11.9%

5.6%

0.0%

18.2%

8.0%

3.4%

9.7%

5.9%

7.1%

9.1%

28.6%

13.7%

5.1%

15.7%

0.0%

9.1%

16.0%

3.4%

16.1%

19.6%

12.9%

18.2%

14.3%

11.1%

18.5%

25.4%

14.6%

11.1%

9.1%

20.0%

34.5%

6.5%

21.6%

20.7%

0.0%

28.6%

59.5%

57.6%

62.9%

88.9%

63.6%

56.0%

58.6%

67.7%

51.0%

58.6%

72.7%

28.6%

88.9%

0.6%

0.0%

1.1%

0.0%

0.0%

0.0%

2.0%

0.7%

0.0%

0.0%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

参加している たまに参加している あまり参加していない 参加していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　消防・防災対策について、今後の必要な取り組みをたずねたところ、「災害時の情報連絡

体制の充実」（23.9％）が第１位に挙げられ、次いで｢河川など災害発生危険箇所の整備」

（15.0％）、｢消防・救急体制（消防署）の充実｣（13.9％）、｢防災施設（避難場所や消火

栓など）の整備充実｣（12.9％）などの順となっています。

[図表31～32参照]

図表31 消防・防災対策の今後の取り組みについて（全体／複数回答）

図表32 消防・防災対策の今後の取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

　問23　町の消防・防災対策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　　　　【複数回答】

▼

　● 「災害時の情報連絡体制の充実」が第１位。次いで「河川など災害発生危険箇所
　　　の整備」、「消防・救急体制（消防署）の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
防火・防災意識の啓発活動の充実 災害時の情報連絡体制の充実 同率複数のため省略

20.0 （同率１位）20.0 -

30代
災害時の情報連絡体制の充実 防災施設（避難場所や消火栓など）の整備充実 同率複数のため省略

24.4 17.1 -

40代
河川など災害発生危険箇所の整備 災害時の情報連絡体制の充実 防災施設（避難場所や消火栓など）の整備充実

22.7 18.2 13.6

50代
災害時の情報連絡体制の充実 防災施設（避難場所や消火栓など）の整備充実 消防・救急体制（消防署）の充実

27.1 18.8 16.7

60代
災害時の情報連絡体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備 同率複数のため省略

30.0 16.0 -

70歳以上
災害時の情報連絡体制の充実 消防・救急体制(消防署）の充実 同率複数のため省略

21.3 13.8 -

居
住
地

中標津市街
災害時の情報連絡体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備 防災施設（避難場所や消火栓など）の整備充実

25.0 15.5 13.8

中標津町農協区域
災害時の情報連絡体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備同率複数のため省略

25.0 20.0 -

計根別市街
消防・救急体制（消防署）の充実 地域における自主防災組織の育成 災害時の情報連絡体制の充実

33.3 16.7 （同率２位）16.7

計根別農協区域
消火訓練・避難訓練の充実 消防・救急体制（消防署）の充実 防災施設（避難場所や消火栓など）の整備充実

28.6 21.4 14.3

23.9%

15.0%

13.9%

12.9%

9.6%

7.5%

6.4%

5.7%

3.2%

1.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

災害時の情報連絡体制の充実

河川など災害発生危険箇所の整備

消防・救急体制（消防署）の充実

防災施設（避難場所や消火栓など）の整備充実

防火・防災意識の啓発活動の充実

消火訓練・避難訓練の充実

地域における自主防災組織の育成

防災ボランティアの育成

消防団の体制の充実

その他

回答数＝280

30



　消費生活相談の窓口が役場にあることを知っているかたずねたところ、｢知っている」と回

答した人は35.1％となっているのに対し「知らない」と回答した人は63.1％と知らない人が

上回っています。

　性別で「知っている」と回答した人は男性が30.5％、女性は36.0％と女性がが5.5ポイント

上回っています。

　年齢別では、30代で「知っている」と回答した人が13.6％と低い割合となっています。

[図表33参照]

　問24　消費生活に関する相談窓口が役場にあることを知っていますか。

▼

　●「知っている」が35.1％。「知らない」が63.1％。

図表33 消費生活相談窓口の設置について（全体、性別、年齢、居住地）

35.1%

30.5%

36.0%

33.3%

13.6%

28.0%

44.8%

32.3%

45.1%

35.7%

36.4%

57.1%

11.1%

63.1%

69.5%

60.7%

66.7%

86.4%

72.0%

55.2%

67.7%

49.0%

62.9%

54.5%

42.9%

88.9%

1.8%

0.0%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.9%

1.4%

9.1%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

知っている 知らない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　健康保険や年金の制度に関し、知りたい情報を得られているかたずねたところ、「どちらか

といえばそう感じる」（32.7％）これに「そう感じる｣（9.5％）をあわせた“そう感じる”

という人が42.2％となっています。

　一方、“そう感じない”（｢どちらかといえばそう感じない｣（39.3％）、「そう感じない」

（11.9％）の合計）は51.2％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が37.3％、女性が40.5％と女性が3.2ポイント上回

っています。

　年齢別で“そう感じる”人が多いのは70歳以上で54.9％となっていますが、20代では、

22.2％と低くなっています。[図表34参照]

図表34 健康保険や年金の制度の情報について得られているか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問25　健康保険や年金の制度に関して、知りたい情報が得られていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が42.2％、“そう感じない”が51.2％。

9.5%
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0.0%

12.9%

19.6%

9.3%

9.1%

28.6%

0.0%

32.7%

30.5%

31.5%

22.2%

22.7%

36.0%

31.0%

35.5%

35.3%

30.7%

27.3%

28.6%

66.7%

39.3%

49.2%

36.0%

44.4%

31.8%

56.0%

44.8%

41.9%

29.4%

42.9%

45.5%

14.3%

0.0%

11.9%

8.5%

15.7%

33.3%

40.9%

4.0%

13.8%

3.2%

3.9%

11.4%

9.1%

28.6%

11.1%

6.5%

5.1%

7.9%

0.0%

0.0%

0.0%

10.3%

6.5%

11.8%

5.7%

9.1%

0.0%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9
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別

年
齢
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地
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環境問題への取り組みについて

　環境問題への取り組みについてたずねたところ､｢どちらかといえば意識している｣（50.6％）

これに「意識している」（35.1％）をあわせた“意識している”という人が85.7％となって

います。

　一方、“意識していない”（｢どちらかといえば意識していない｣（11.9％）、「意識して

いない」（0.6％）の合計）は12.5％となっています。

　性別で“意識している”人の割合をみると男性が76.3％、女性が89.9％と女性が13.6ポイ

ント上回っています。

　年齢別の“意識している”人の割合は60代が90.3％と高くなっていますが、30代は

72.7％となっています。[図表35参照]

▼

　● “意識している”が85.7％、“意識していない”が12.5％。

（３）

　問26　日頃から環境問題（温暖化、省エネルギー、ごみ減量など）について意識してい
　　　　ますか。

図表35 環境問題について意識しているか（全体、性別、年齢、居住地）
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24.1%
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0.0%

4.5%
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0.0%

割合

男性
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20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

意識している どちらかといえば意識している どちらかといえば意識していない 意識していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢
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住
地
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　３Ｒ運動（リデュース・リユース・リサイクル）をしているかたずねたところ､｢どちらかと

いえばしている｣（47.6％）これに「している」（29.8％）をあわせた“している”とい

う人は77.4％となっています。

　一方、“していない”（｢あまりしていない｣（17.3％）、「していない」（3.0％）の

合計）は20.3％となっています。

　性別で“している”人の割合は男性が72.9％、女性が78.6％と女性が5.7ポイント上回って

います。

　年齢別の“している”人の割合は40代が80.0％と高くなっています。

[図表36参照]

　問27　３R運動（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再生使用）をし
　　　　ていますか。

▼

　●“している”が77.4％、“していない”が20.3％。

図表36 ３R運動をしているか（全体、性別、年齢、居住地）
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55.6%

54.5%

56.0%
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0.0%
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している どちらかといえばしている あまりしていない していない 無回答
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産業振興について

　地元の農畜産物を身近に感じるかたずねたところ､「どちらかといえばそう感じる」

（39.3％）これに｢そう感じる」（38.7％）をあわせた“そう感じる”人は78.0％となって

います。　

　一方、“そう感じない”（｢どちらかといえばそう感じない｣（17.3％）、「そう感じない」

（1.8％）の合計）人は19.1％となっています。性別で“そう感じる”人をみると男性が

79.7％、女性が76.4％と女性が3.3ポイント上回っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合はすべての年齢層で7割を超えていますが、20代が一番多

く100％となっています。[図表37参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

（４）

図表37 地元の農畜産物を身近に感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

　問28　地元の農畜産物（乳製品、肉、野菜、加工品等）を身近に感じますか。

　● “そう感じる”が78.0％、“そう感じない”が19.1％。

▼
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　森林づくり活動に参加しているかたずねたところ､｢どちらかといえば参加している｣（4.2％

）これに｢参加している｣（6.5％）をあわせた“参加している”人は10.7％となっています。

　一方、“参加していない”（｢参加していない」（79.8％）、「どちらかといえば参加して

いない」（8.9％）の合計）は88.7％となっています。

　性別の“参加している”人は男性が25.5％となっていますが、女性は0％となっています。

　年齢別の“参加している”人の割合は20代が22.2％となっていますが､他の年代では

２割未満となっています。

[図表38参照]

　問29　森林づくり活動（植樹、下刈・枝打ち体験等）に参加していますか。

▼

　●“参加している”が10.7％、“参加していない”88.7％。

図表38 森林づくり活動に参加しているか（全体、性別、年齢、居住地）
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　地元で買い物することを意識しているかたずねたところ､｢意識している｣（52.4％）これに

「どちらかといえば意識している」（28.6％）をあわせた“意識している”という人が81.0

％となっています。

　一方、“意識していない”（｢どちらかといえば意識していない｣（10.7％）、「意識して

いない」（6.5％）の合計）は17.2％となっています。

　性別の“意識している”人の割合は男性が77.9％、女性が83.1％と女性が5.2ポイント

上回っています。

　年齢別の“意識している”人の割合は20代で88.9％となっていますが、50代は68.9％と

なっています。

[図表39参照]

　問30　地元で買い物することを意識していますか。

▼

　● “意識している”が81.0％、“意識していない”が17.2％。

図表39 地元で買い物することを意識しているか（全体、性別、年齢、居住地）
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11.1%

9.1%

8.0%

10.3%

9.7%

0.0%

7.9%

0.0%

0.0%

1.8%

1.7%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.9%

2.1%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

意識している どちらかといえば意識している どちらかといえば意識していない 意識していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　町の商業振興について、今後の必要な取り組みをたずねたところ、「後継者（若手経営者）

の確保・育成」（20.6％）が第１位に挙げられ、次いで「商店の専門店化や品揃えの充実」

（20.3％）、「地元商業者主体の共同店舗等の整備」（14.6％）､「イベント、売り出し等

共同事業活発化」（12.1％）、｢歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備｣（11.4％）などの順と

なっています。

　年齢別では、20代、40代、50代で「後継者（若手経営者）の確保・育成」が第１位と

なっています。

　また、居住地別の第１位は、中標津市街、計根別市街で「後継者（若手経営者）の確保・

育成」が第１位となっています。[図表40～41参照]

（同率１位）30.8 -

計根別農協区域
商店の専門店化や品揃えの充実 イベント、売り出し等共同事業活発化 後継者（若手経営者）の確保・育成

30.8 23.1 （同率2位）23.1

イベント、売り出し等共同事業活発化 後継者（若手経営者）の確保・育成

54.5 27.3 （同率2位）27.3

計根別市街
商店の専門店化や品揃えの充実 後継者（若手経営者）の確保・育成 同率複数のため省略

30.8

居
住
地

中標津市街
後継者（若手経営者）の確保・育成 商店の専門店化や品揃えの充実 地元商業者主体の共同店舗等の整備

20.2 18.5 15.5

中標津町農協区域
商店の専門店化や品揃えの充実

70歳以上
商店の専門店化や品揃えの充実 地元商業者主体の共同店舗等の整備 歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備

21.0 19.8 18.5

60代
商店の専門店化や品揃えの充実 後継者（若手経営者）の確保・育成 地元商業者主体の共同店舗等の整備

23.4 19.1 17.0

（同率1位）20.5 -
50代

後継者（若手経営者）の確保・育成 イベント、売り出し等共同事業活発化 商店の専門店化や品揃えの充実
34.0 21.3 17.0

後継者（若手経営者）の確保・育成 核となる大型店の誘致
18.6 16.3 （同率２位）16.3

40代
商店の専門店化や品揃えの充実 後継者（若手経営者）の確保・育成 同率複数のため省略

20.5

年
　
　
　
　
齢

20代
商店の専門店化や品揃えの充実 後継者（若手経営者）の確保・育成 同率複数のため省略

23.5 （同率１位）23.5 -

30代
商店の専門店化や品揃えの充実

　問31　町の商業振興について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　　　　【複数回答】

▼

　●「後継者（若手経営者）の確保・育成」が第１位。次いで「商店の専門店化や品揃えの
　　充実」、「地元商業者主体の共同店舗等の整備」の順。

第１位 第２位 第３位

図表40 商業振興について必要な今後の取り組み（全体／複数回答）

図表41 商業振興について必要な今後の取り組み（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

20.6%

20.3%

14.6%

12.1%

11.4%

8.2%

4.6%

4.3%

3.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

後継者（若手経営者）の確保・育成

商店の専門店化や品揃えの充実

地元商業者主体の共同店舗等の整備

イベント、売り出し等共同事業活発化

歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備

核となる大型店の誘致

駐車場や自転車置き場の整備

休業日、営業時間の改善など

その他
回答数＝281
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　まちの観光資源に満足しているかたずねたところ、｢どちらかといえば満足している｣（42.

3％）これに「満足している」（11.3％）をあわせた“満足している”人は53.6％となって

います。

　一方、“満足していない”（｢どちらかといえば満足していない｣（31.0％）、「満足して

いない」（8.3％）の合計）は39.3％となっています。

　性別で“満足している”人の割合は男性が50.9％、女性が50.6％と男性の方が0.3ポイント

高くなっています。

　年齢別の“満足している”人の割合は20代が88.8％となっていますが､60代では45.2％と

なっています。[図表42参照]

図表42 まちの観光資源に満足しているか（全体、性別、年齢、居住年数）

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問32　まちの観光資源（景観、場所、食、イベントなど）に満足していますか。

▼

　● “満足している”が53.6％、“満足していない”が39.3％。

11.3%

15.3%

9.0%

44.4%

18.2%

8.0%

6.9%

6.5%

9.8%

10.0%

36.4%

0.0%

11.1%

42.3%

35.6%

41.6%

44.4%

40.9%

52.0%

48.3%

38.7%

37.3%

44.3%

18.2%

28.6%

55.6%

31.0%

37.3%

29.2%

11.1%

31.8%

28.0%

27.6%

38.7%

31.4%

31.4%

36.4%

42.9%

0.0%

8.3%

6.8%

10.1%

0.0%

9.1%

12.0%

10.3%

9.7%

5.9%

7.1%

0.0%

28.6%

22.2%

7.1%

5.1%

10.1%

0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

6.5%

15.7%

7.1%

9.1%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　町の観光振興について、今後どのようなことに力を入れるべきかたずねたところ、「地

域特色のある観光・体験施設整備」（14.7％）が第１位に挙げられ、次いで「美しい景

観の保全・整備」、｢地域特色のある料理、土産品の開発」（14.0％）が同率で第２位、

「地域性のある各種イベントの充実」などの順となっています。

　年齢別の第１位は、40代、50代、60代で「地域特色のある観光、体験施設整備」と

なっています。[図表43～44参照]

（同率1位）21.4 -

計根別農協区域
観光サービス施設の整備 同率複数のため省略 同率複数のため省略

21.4 - -

美しい景観の保全・整備 同率複数のため省略
54.5 27.3 -

計根別市街
地域特色のある料理・土産品の開発 町外への観光PRや情報提供の強化 同率複数のため省略

21.4

居
住
地

中標津市街
地域特色のある観光・体験施設整備 美しい景観の保全・整備 地域性のある各種イベントの充実

16.1 14.5 14.0

中標津町農協区域
地域特色のある料理・土産品の開発

70歳以上
地域特色のある料理・土産品の開発 同率複数のため省略 同率複数のため省略

19.3 - -

60代
地域特色のある観光・体験施設整備 地域特色のある料理・土産品の開発 町外への観光PRや情報提供の強化

17.3 15.4 13.5

15.6 -

50代
地域特色のある観光・体験施設整備 地域性のある各種イベントの充実 同率複数のため省略

16.7 （同率１位）16.7 -

地域性のある各種イベントの充実 地域特色のある観光・体験施設整備

21.4 （同率１位）21.4 16.7

40代
地域特色のある観光・体験施設整備 美しい景観の保全・整備 同率複数のため省略

22.2

年
　
　
　
　
齢

20代
町外への観光PRや情報提供の強化 美しい景観の保全・整備 地域性のある各種イベントの充実

31.3 18.8 （同率２位）18.8

30代
美しい景観の保全・整備

　問33　町の観光を振興するため、今後どのようなことに特に力を入れるべきだと思います
　　　　か。【複数回答】

▼

　●「地域特色のある観光・体験施設整備」が第１位。次いで「美しい景観の保全・整
　　　備」、「地域特色のある料理、土産品の開発」が同率第２位。

第１位 第２位 第３位

図表43 観光振興のために今後特に力を入れること（全体／複数回答）

図表44 観光振興のために今後特に力を入れること（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

14.7%

14.0%

14.0%

13.0%

11.6%

6.8%

6.5%

6.5%

5.8%

4.1%

3.1%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

地域特色のある観光・体験施設整備

美しい景観の保全・整備

地域特色のある料理、土産品の開発

地域性のある各種イベントの充実

町外への観光PRや情報提供の強化

観光サービス施設の整備

リゾート施設やテーマパークの整備

観光ルート設定や観光案内標識整備

既存観光施設の充実

来訪者へのサービスの向上

その他
回答数＝293
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　雇用対策に満足しているかたずねたところ､｢どちらかといえば満足している｣（39.9％）

これに｢満足している｣（6.5％）をあわせた“満足している”人は46.4％となっています。

　一方、“満足していない”（｢どちらかといえば満足していない｣（22.0％）、「満足して

いない」（10.1％）の合計）は32.1％となっています。

　性別の“満足している”人の割合は男性が54.3％、女性が41.6％と男性が12.7ポイント

上回っています。

　年齢別の“満足している”人の割合は40代が56.0％となっていますが、70歳以上では

31.3%となっています。[図表45参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問34　雇用対策（通年雇用、雇用の創出・確保など）に満足していますか。

▼

　● “満足している”が46.4％、“満足していない”が32.1％。

図表45 雇用対策に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

6.5%

8.5%

5.6%

0.0%

13.6%

4.0%

3.4%

6.5%

7.8%

5.0%

9.1%

28.6%

11.1%

39.9%

45.8%

36.0%

55.6%

40.9%

52.0%

51.7%

41.9%

23.5%

42.1%

18.2%

28.6%

44.4%

22.0%

20.3%

23.6%

33.3%

31.8%

28.0%

24.1%

16.1%

13.7%

20.0%

54.5%

14.3%

11.1%

10.1%

6.8%

12.4%

11.1%

13.6%

8.0%

6.9%

19.4%

5.9%

11.4%

0.0%

14.3%

0.0%

21.4%

18.6%

22.5%

0.0%

0.0%

8.0%

13.8%

16.1%

49.0%

21.4%

18.2%

14.3%

33.3%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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保健・医療・福祉について

　地域医療、救急・災害時医療体制に満足しているかたずねたところ､｢どちらかといえば満

足している｣（39.9％）これに「満足している」（9.5％）をあわせた“満足している”人は

49.4％となっています。

　一方、“満足していない”（｢どちらかといえば満足していない｣（30.4％）、「満足して

いない」（12.5％）の合計）は42.9％となっています。

　性別の“満足している”人の割合は男性が47.5％、女性が44.9％と男性が2.6ポイント上

回っています。

　年齢別の“満足している”人の割合は50代が55.1％となっていますが、20代では33.3％

となっています。[図表46参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

▼

　● “満足している”が49.4％、“満足していない”が42.9％。

（５）

　問35　地域医療、救急・災害時医療体制に満足していますか。

図表46 地域医療、救急・災害時医療体制に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

9.5%

8.5%

5.6%

0.0%

9.1%

16.0%

3.4%

6.5%

11.8%

7.9%

9.1%

28.6%

11.1%

39.9%

39.0%

39.3%

33.3%

31.8%

48.0%

51.7%

32.3%

39.2%

40.0%

27.3%

28.6%

66.7%

30.4%

28.8%

34.8%

44.4%

36.4%

20.0%

34.5%

38.7%

23.5%

30.7%

36.4%

42.9%

11.1%

12.5%

15.3%

13.5%

22.2%

18.2%

12.0%

10.3%

16.1%

7.8%

14.3%

9.1%

0.0%

0.0%

7.7%

8.5%

6.7%

0.0%

4.5%

4.0%

0.0%

6.5%

17.6%

7.1%

18.2%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後必要な保健・医療対策については、「医療機関の充実」（34.2％）が第１位に挙げら

れ、次いで「救急・休日・夜間医療の充実」（17.1％）、「感染症対策の充実」（12.7%）

、｢往診・訪問介護など在宅医療の充実」（9.6％）「各種検診の充実」（6.2％）などの順と

なっています。

　年齢別では、すべての年齢層で「医療機関の充実」が第１位となっています。

　また、居住地別では中標津市街、中標津町農協区域、計根別市街で「医療機関の充実」が

第１位となっており、計根別農協区域では「感染症対策の充実」が第１位となっています。

[図表47～48参照]

　問36　町の保健・医療対策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

▼

　● 「医療機関の充実」が第１位。次いで「救急・休日・夜間医療の充実」、「感染症対
　　　策の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表47 保健・医療対策の今後必要な取り組みについて（全体／複数回答）

図表48 保健・医療対策の今後必要な取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

年
　
　
　
　
齢

20代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 同率複数のため省略

33.3 （同率１位）33.3 -

30代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 感染症対策の充実

33.3 31.0 9.5

40代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 各種検診の充実

48.8 20.9 9.3

50代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 感染症対策の充実

44.0 12.0 （同率2位）12.0

17.0 10.2

60代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 往診・訪問看護など在宅医療の充実

25.0 19.2 15.4

35.1 17.6 11.4

中標津町農協区域
医療機関の充実

70歳以上
医療機関の充実 感染症対策の充実 保健師などの訪問活動の積極的推進

28.4

計根別市街
医療機関の充実 感染症対策の充実 各種検診の充実

41.7

居
住
地

中標津市街
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 感染症対策の充実

救急・休日・夜間医療の充実 健康に関する知識の普及
54.5 45.5 18.2

25.0 16.7

計根別農協区域
感染症対策の充実 医療機関の充実 同率複数のため省略

38.5 23.1 -

34.2%

17.1%

12.7%

9.6%

6.2%

4.8%

4.1%

3.8%

3.8%

2.1%

1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

医療機関の充実

救急・休日・夜間医療の充実

感染症対策の充実

往診・訪問看護など在宅医療の充実

各種検診の充実

保健師などの訪問活動の積極的推進

健康づくり活動の充実

健康に関する知識の普及

健康教育や健康相談の充実

食育や食生活改善運動の推進

その他
回答数＝292
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　地域や家庭で子どもが安心して育てられていると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえ

ばそう感じる｣（52.4％）これに「そう感じる」（14.3％）をあわせた“そう感じる”人は

66.7％となっています。

　一方､“そう感じない”（｢どちらかといえばそう感じない｣（19.6％）､「そう感じない」

（1.8％）の合計）は21.4％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が67.8％、女性が65.2％と男性が2.6ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は40代が80.0％となっていますが、30代は59.1％とな

っています。[図表49参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問37　地域や家庭で子どもが安心して育てられていると感じますか。

▼

　●“そう感じる”が66.7％、“そう感じない”が21.4％。

図表49 地域や家庭で子どもが安心して育てられていると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

14.3%

20.3%

10.1%

33.3%

9.1%

16.0%

17.2%

3.2%

17.6%

12.9%

18.2%

28.6%

22.2%

52.4%

47.5%

55.1%

33.3%

50.0%

64.0%

48.3%

61.3%

47.1%

52.1%

54.5%

42.9%

55.6%

19.6%

16.9%

22.5%

22.2%

36.4%

16.0%

24.1%

25.8%

7.8%

20.7%

18.2%

14.3%

11.1%

1.8%

0.0%

3.4%

11.1%

0.0%

0.0%

3.4%

0.0%

2.0%

2.1%

0.0%

0.0%

11.9%

15.3%

9.0%

0.0%

4.5%

4.0%

6.9%

9.7%

25.5%

12.1%

9.1%

14.3%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後必要な子育て環境については、「子育てに関する相談・学習・交流の場の充実」

（19.5％）が第１位に挙げられ、次いで「子どもの遊び場など公園の整備」（19.1％）、

「保育所の充実」（17.7％）、｢児童虐待の予防・解消対策の推進｣（16.2％）､｢学童保育の

充実」（12.3％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は30代・50代・70歳以上が「子育てに関する相談・学習・交流の場の充

実」、20代は｢保育所の充実」、40代は｢子どもの遊び場など公園の整備」、60代は「児童

虐待の予防・解消対策の推進」となっています。[図表50～51参照]

図表50 子育て環境充実のため必要な取り組みについて（全体／複数回答）

図表51 子育て環境充実のため必要な取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）

保育所の充実

25.0 16.7

計根別農協区域
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 同率複数のため省略 同率複数のため省略

23.1 - -

同率複数のため省略 同率複数のため省略
36.4 - -

計根別市街
子どもの遊び場など公園の整備 学童保育の充実 児童館の整備

41.7

居
住
地

中標津市街
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 保育所の充実 子どもの遊び場など公園の整備

20.3 18.5 （同率２位）18.5

中標津町農協区域
児童虐待の予防・解消対策の推進

70歳以上
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 子どもの遊び場など公園の整備 児童虐待の予防・解消対策の推進

19.2 （同率１位）19.2 16.7

60代
児童虐待の予防・解消対策の推進 保育所の充実 子育てに関する相談・学習・交流の場の充実

29.2 16.7 （同率２位）16.7

17.8

50代
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 子どもの遊び場など公園の整備 保育所の充実

23.4 21.3 17.0

同率複数のため省略
18.6 （同率１位）18.6 -

40代
子どもの遊び場など公園の整備 子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 保育所の充実

24.4 20.0

年
　
　
　
　
齢

20代
保育所の充実 子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 子どもの遊び場など公園の整備

35.7 21.4 14.3

30代
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実

　問38　町の子育て環境を充実させるため、今後どのような取り組みが必要だと思います
か。

▼

　●「子育てに関する相談・学習・交流の場の充実」が第１位。次いで「子どもの遊び場な
　　 ど公園の整備」、「保育所の充実」の順。

（上位3位　％）

第１位 第２位 第３位

19.5%

19.1%

17.7%

16.2%

12.3%

7.2%

5.4%

2.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

子育てに関する相談・学習・交流の場の充実

子どもの遊び場など公園の整備

保育所の充実

児童虐待の予防・解消対策の推進

学童保育の充実

子育て関係団体・ボランティアのネットワーク化

児童館の整備

その他
回答数＝277
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　高齢者が生きがいを持ち安心して暮らしていると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえ

ばそう感じる」（41.7％）これに「そう感じる」（7.1％）をあわせた“そう感じる”人は、

48.8％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（33.3％）､「そう感じない

」（6.0％）の合計）は39.3％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が42.4％、女性が46.0％と女性が3.6ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は40代が68.0％と高くなっていますが、60代では

35.5％と低くなっています。[図表52参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問39　高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らしていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が48.8％、“そう感じない”が39.3％。

図表52 高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らしていると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

7.1%

6.8%

6.7%

11.1%

4.5%

4.0%

0.0%

6.5%

13.7%

5.7%

9.1%

28.6%

11.1%

41.7%

35.6%

39.3%

33.3%

40.9%

64.0%

41.4%

29.0%

41.2%

43.6%

27.3%

14.3%

55.6%

33.3%

37.3%

34.8%

22.2%

50.0%

20.0%

34.5%

41.9%

27.5%

32.9%

54.5%

28.6%

11.1%

6.0%

5.1%

7.9%

22.2%

0.0%

4.0%

10.3%

9.7%

2.0%

5.0%

0.0%

28.6%

11.1%

11.9%

15.3%

11.2%

11.1%

4.5%

8.0%

13.8%

12.9%

15.7%

12.9%

9.1%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後必要な高齢者施策については､｢高齢者保健福祉サービスや施設の充実｣（22.5％）が

第1位に挙げられ、次いで､｢介護保険サービスや施設の充実」（20.8％）、「生きがいづく

りや働く場の充実｣（18.1％）､｢地域で見守るような住民の助け合い活動の育成｣（11.6

％）、｢学習機会や健康づくり・スポーツの場の充実」（11.3％）などの順となっています。

[図表53～54参照]

（同率１位）30.8 23.1

計根別農協区域
生きがいづくりや働く場の充実 地域で見守るような住民の助け合い活動の育成 同率複数のため省略

21.4 （同率１位）21.4 -

介護保険サービスや施設の充実 高齢者保健福祉サービスや施設の充実

54.5 36.4 （同率２位）36.4

計根別市街
学習機会や健康づくり・スポーツの場の充実 高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実 介護保険サービスや施設の充実

30.8

居
住
地

中標津市街
高齢者保健福祉サービスや施設の充実 生きがいづくりや働く場の充実介護保険サービスや施設の充実

23.0 20.9 17.2

中標津町農協区域
生きがいづくりや働く場の充実

70歳以上
介護保険サービスや施設の充実 高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実 地域で見守るような住民の助け合い活動の育成

22.2 17.8 （同率2位）17.8

60代
高齢者保健福祉サービスや施設の充実 介護保険サービスや施設の充実 同率複数のため省略

23.1 19.2 -

24.4 -

50代
介護保険サービスや施設の充実 高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実 生きがいづくりや働く場の充実

30.6 28.6 16.3

高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実 安心して利用できる道路づくりや施設づくり

27.5 22.5 12.5

40代
生きがいづくりや働く場の充実 高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実 同率複数のため省略

31.1

年
　
　
　
　
齢

20代
介護保険サービスや施設の充実 高齢者保健福祉サービスや施設の充実 同率複数のため省略

26.7 20.0 -

30代
生きがいづくりや働く場の充実

　問40　町の高齢者施策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

▼

　●「高齢者保健福祉サービスや施設の充実」が第1位、次いで「介護保険サービスや施設
　　 の充実」、「生きがいづくりや働く場の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表54 高齢者施策の今後必要な取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

図表53 高齢者施策の今後必要な取り組みについて（全体／複数回答）

22.5%

20.8%

18.1%

11.6%

11.3%

7.2%

6.5%

2.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

高齢者保健福祉サービスや施設の充実

介護保険サービスや施設の充実

生きがいづくりや働く場の充実

地域で見守るような住民の助け合い活動の育成

学習機会や健康づくり・スポーツの場の充実

安心して利用できる道路づくりや施設づくり

高齢者と若い世代の交流機会の充実

その他

回答数＝293
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　障がい者サービスが整っていると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえばそう感じる」

（36.9％）これに｢そう感じる｣（4.8％）をあわせた“そう感じる”人は、41.7％となって

います。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（31.5％）､「そう感じない」

（6.0％）の合計）は37.5％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が39.0％、女性が39.3％と女性が0.3ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は40代が68.0％となっていますが、50代は20.7％と

低くなっています。[図表55参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問41　障がい者サービスが整っていると感じますか。

▼

　●“そう感じる”が41.7％、“そう感じない”が37.5％。

図表55 障がい者サービスが整っているか（全体、性別、年齢、居住地）

4.8%

3.4%

4.5%

0.0%

4.5%

4.0%

0.0%

3.2%

7.8%

4.3%

0.0%

14.3%

36.9%

35.6%

34.8%

44.4%

36.4%

64.0%

20.7%

35.5%

33.3%

37.1%

36.4%

28.6%

44.4%

31.5%

35.6%

34.8%

22.2%

50.0%

28.0%

44.8%

32.3%

19.6%

31.4%

36.4%

42.9%

22.2%

6.0%

6.8%

6.7%

11.1%

0.0%

4.0%

13.8%

6.5%

3.9%

5.7%

18.2%

0.0%

0.0%

20.8%

18.6%

19.1%

22.2%

9.1%

0.0%

20.7%

22.6%

35.3%

21.4%

9.1%

14.3%

33.3%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後必要な障がい者施策については、「就労に向けた支援や雇用環境の整備｣（24.5％）

が第１位に挙げられ、次いで「障がいの早期発見と教育・療育の充実」（16.9％）、「相談

窓口や情報提供の充実」（14.0％）、「障がいへの理解や交流」（12.6％）の順と

なっています。[図表56～57参照]

図表56 障がい者施策の今後必要な取り組みについて（全体／複数回答）

図表57 障がい者施策の今後必要な取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）

23.1 （同率2位）23.1

計根別農協区域
在宅支援サービスの充実 障がいの早期発見と教育・療育の充実 同率複数のため省略

21.4 （同率１位）21.4 -

障がいの早期発見と教育・療育の充実 障がいへの理解や交流
31.6 21.1 15.8

計根別市街
入所施設やグループホーム等の整備 相談窓口や情報提供の充実 障がいへの理解や交流

30.8

居
住
地

中標津市街
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいの早期発見と教育・療育の充実 相談窓口や情報提供の充実

25.7 16.5 13.9

中標津町農協区域
就労に向けた支援や雇用環境の整備

70歳以上
入所施設やグループホーム等の整備 就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいの早期発見と教育・療育の充実

19.5 （同率１位）19.5 18.2

60代
就労に向けた支援や雇用環境の整備 相談窓口や情報提供の充実 障がいへの理解や交流

32.7 19.2 13.5

50代
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいの早期発見と教育・療育の充実 相談窓口や情報提供の充実

25.5 17.0 14.9

40代
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいの早期発見と教育・療育の充実 同率複数のため省略

30.2 20.9 -

30代
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいの早期発見と教育・療育の充実 社会参加の促進

22.0 19.5 17.1

障がいへの理解や交流 障がいの早期発見と教育・療育の充実 同率複数のため省略
31.3 18.8 -

年
　
　
　
　
齢

　問42　町の障がい者施策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

▼

　● 「就労に向けた支援や雇用環境の整備」が第１位。次いで「障がいの早期発見と
　　　教育・療育の充実」、「相談窓口や情報提供の充実」の順。

（上位3位　％）
第１位 第２位 第３位

20代

24.5%

16.9%

14.0%

12.6%

12.2%

7.9%

5.4%

2.9%

2.5%

1.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

就労に向けた支援や雇用環境の整備

障がいの早期発見と教育・療育の充実

相談窓口や情報提供の充実

障がいへの理解や交流

入所施設やグループホーム等の整備

社会参加の促進

在宅支援サービスの充実

ボランティア活動などの地域福祉活動の促進

ユニバーサルデザインなどによるまちづくりの推進

その他
回答数＝278
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　身近なところで相談でき支えてもらえる福祉の制度や活動があると感じるかたずねたところ､

｢どちらかといえばそう感じる」（28.0％）これに「そう感じる」（6.5％）をあわせた“そう

感じる”人は、34.5％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（36.9％）､「そう感じない｣

（11.9％）の合計）人は48.8％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が32.2％、女性が32.6％と女性が0.4ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は40代が44.0％となっていますが、50代では24.1％と

低くなっています。[図表58参照]

（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問43　身近なところで相談でき、支えてもらえる福祉の制度・活動があると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が34.5％、“そう感じない”が48.8％。

図表58 身近なところで相談でき、支えてもらえる福祉の制度・活動があると感じるか

6.5%

5.1%

4.5%

0.0%

4.5%

4.0%

6.9%

0.0%

13.7%

5.7%

18.2%

14.3%

28.0%

27.1%

28.1%

33.3%

36.4%

40.0%

17.2%

29.0%

23.5%

28.6%

18.2%

14.3%

44.4%

36.9%

30.5%

42.7%

11.1%

45.5%

40.0%

51.7%

35.5%

27.5%

37.9%

27.3%

42.9%

22.2%

11.9%

18.6%

10.1%

44.4%

9.1%

4.0%

13.8%

16.1%

7.8%

11.4%

18.2%

28.6%

0.0%

16.7%

18.6%

14.6%

11.1%

4.5%

12.0%

10.3%

19.4%

27.5%

16.4%

18.2%

0.0%

33.3%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　健康診査やがん検診を受けているかたずねたところ､「毎年受けている」（39.3％）と

「毎年ではないが定期的に受けている」（22.0％）を合わせた61.3％の人が“定期的に

受けている”と回答されていますが、一方で「受けたことがない」人は11.3％となってい

ます。

　性別の“定期的に受けている”人の割合は男性が64.4％、女性が58.4％と男性が6.0

ポイント高くなっています。

　年齢別の“定期的に受けている”人の割合は50代が79.3％となっていますが、20代は

44.4％と低くなっています。[図表59参照]

　問44　健康診査やがん検診を毎年受けていますか。

▼

　●“定期的に受けている”が61.3％、「定期的ではないが受けたことがある」が23.8％、
　　「受けたことがない」が11.3％。

図表59 健康診査受診について（全体、性別、年齢、居住地）

39.3%

52.5%

32.6%

33.3%

50.0%

44.0%

58.6%

38.7%

23.5%

41.4%

27.3%

28.6%

33.3%

22.0%

11.9%

25.8%

11.1%

13.6%

24.0%

20.7%

22.6%

27.5%

22.1%

18.2%

28.6%

22.2%

23.8%

18.6%

28.1%

22.2%

18.2%

20.0%

17.2%

25.8%

29.4%

23.6%

27.3%

28.6%

11.1%

11.3%

11.9%

11.2%

33.3%

18.2%

8.0%

3.4%

12.9%

9.8%

10.0%

18.2%

14.3%

22.2%

3.6%

5.1%

2.2%

0.0%

0.0%

4.0%

0.0%

0.0%

9.8%

2.9%

9.1%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

毎年受けている 毎年ではないが定期的に受けている 定期的ではないが受けたことがある 受けたことがない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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教育・文化・スポーツについて

　児童生徒が適切な環境の下で学習していると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえばそ

う感じる｣（49.4％）これに｢そう感じる｣（15.5％）をあわせた“そう感じる”人は、64.9

％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（11.3％）､「そう感じない」

（5.4％）の合計）は16.7％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が55.9％、女性が70.8％と女性が14.9ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は、40代では84.0％となっていますが、20代では

44.4％と低くなっています。[図表60参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

▼

　●“そう感じる”が64.9％、“そう感じない”が16.7％。

（６）

　問45　児童生徒が適切な環境の下で学習していると感じますか。

図表60 児童生徒が適切な環境の下で学習していると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

15.5%

16.9%

13.5%

11.1%

9.1%

20.0%

6.9%

9.7%

25.5%

15.0%

9.1%

28.6%

22.2%

49.4%

39.0%

57.3%

33.3%

50.0%

64.0%

69.0%

51.6%

33.3%

51.4%

36.4%

42.9%

44.4%

11.3%

13.6%

11.2%

11.1%

27.3%

12.0%

6.9%

12.9%

3.9%

11.4%

18.2%

0.0%

0.0%

5.4%

8.5%

4.5%

44.4%

9.1%

0.0%

6.9%

3.2%

0.0%

5.0%

9.1%

0.0%

11.1%

18.5%

22.0%

13.5%

0.0%

4.5%

4.0%

10.3%

22.6%

37.3%

17.1%

27.3%

28.6%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　青少年を見守る活動への参加状況・意向についてたずねたところ、｢現在、参加してないし、

今後も参加するつもりはない」（53.0％）が最も多く、次いで「現在、参加してないが、今後

は参加したい」（34.5％）、「現在、参加しているし、今後も参加したい」（6.0％）､｢現在、

参加しているが、今後は参加するつもりはない」（1.2％）の順となっています。

　これを今後の参加意向でみると、今後“参加したい”人（「参加しているし、今後も参加し

たい」（6.0％）及び「参加してないが今後は参加したい」（34.5％）の合計）が40.5％、

今後“参加するつもりはない”人（「参加していないし、今後も参加するつもりはない」（5

3.0％）及び「参加しているが、今後は参加するつもりはない」（1.2％）の合計）が54.2％

となっており、現在“参加している”人の7.2％から今後“参加したい”人が40.5％と大きく

増加する結果となっています。

　性別でみると“参加したい”人の割合は男性で45.8％、女性で39.4％となっています。

　年齢別の､“参加したい”人の割合は50代が55.2％となっていますが、70歳以上は27.4％

と低くなっています。[図表61参照]

　問46　青少年を見守る活動に参加していますか。

▼

　● “参加している”が7.2％、“参加していない”が87.5％。
　　“参加したい”が40.5％、“参加するつもりはない”が54.2％。
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図表61 青少年を見守る活動について（全体、性別、年齢、居住地）

6.0%

6.8%

3.4%

0.0%

9.1%

8.0%

6.9%

6.5%

3.9%

6.4%

0.0%

14.3%

34.5%

39.0%

36.0%

33.3%

40.9%

36.0%

48.3%

35.5%

23.5%

35.7%

45.5%

14.3%

22.2%

1.2%

3.4%

0.0%

0.0%

4.0%

0.0%

3.2%

1.4%

0.0%

53.0%

44.1%

57.3%

66.7%

50.0%

52.0%

41.4%

54.8%

58.8%

52.1%

45.5%

71.4%

66.7%

5.4%

6.8%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

3.4%

0.0%

13.7%

4.3%

9.1%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

現在、参加しているし、今後も参加したい 現在、参加してないが、今後は参加したい
現在、参加しているが、今後は参加するつもりはない 現在、参加してないし、今後も参加するつもりはない
無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　子どもの豊かな人間教育に必要なことをたずねたところ､「家庭のしつけをとおした思いや

りの心の育成」（24.9％）が第１位に挙げられ、次いで「いじめなどの心の問題への対応」

（22.3％）、「基礎的な学力の向上を目指す教育」（13.1％）、「地域ぐるみでの子ども

の育成活動」（12.1％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は20代・50代・60代・70歳以上が「家庭のしつけをとおした思いやり

の心の育成」となっています。[図表62～63参照]

　問47　子どもの豊かな人間教育のために、どのようなことが必要だと思いますか。

▼

　●「家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成」が第１位。次いで「いじめなどの心
　　  の問題への対応」、「基礎的な学力の向上を目指す教育」、「地域ぐるみでの子ど
　　  もの育成活動」、「子どもの安全・安心対策の強化」の順。

第１位 第２位 第３位

図表62 子どもの豊かな人間教育のために必要なこと（全体／複数回答）

図表63 子どもの豊かな人間教育のために必要なこと（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

年
　
　
　
　
齢

20代
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 基礎的な学力の向上を目指す教育 いじめなどの心の問題への対応

17.6 （同率１位）17.6 （同率１位）17.6

30代
いじめなどの心の問題への対応 情報化に対応できる教育 家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成

25.6 18.6 11.6

40代
いじめなどの心の問題への対応 同率複数のため省略同率複数のため省略

23.4 - -

50代
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 基礎的な学力の向上を目指す教育 いじめなどの心の問題への対応

26.0 20.0 18.0

23.0 17.2

60代
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 いじめなどの心の問題への対応 地域ぐるみでの子どもの育成活動

33.9 23.7 11.9

23.8 22.7 13.3

中標津町農協区域
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成

70歳以上
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 いじめなどの心の問題への対応 地域ぐるみでの子どもの育成活動

31.0

計根別市街
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 同率複数のため省略 同率複数のため省略

28.6

居
住
地

中標津市街
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 いじめなどの心の問題への対応 基礎的な学力の向上を目指す教育

いじめなどの心の問題への対応 地域ぐるみでの子どもの育成活動
31.6 21.1 15.8

- -

計根別農協区域
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 いじめなどの心の問題への対応 基礎的な学力の向上を目指す教育

28.6 （同率１位）28.6 14.3

24.9%

22.3%

13.1%

12.1%

8.2%

7.5%

4.3%

2.3%

2.3%

1.3%

1.0%

0.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成

いじめなどの心の問題への対応

基礎的な学力の向上を目指す教育

地域ぐるみでの子どもの育成活動

子どもの安全・安心対策の強化

情報化に対応できる教育

地域特性や地域の人材を活用した特色ある教育

スポーツに力を入れた教育

食育に関する教育

音楽や美術に力を入れた教育

その他

ボランティア活動に重点をおいた教育

回答数＝305

55



　文化・芸術活動に取り組んでいるかたずねたところ、｢取り組んでいる｣（7.7％）これに「

どちらかといえば取り組んでいる」（8.9％）をあわせた“取り組んでいる”という人が16.6

％となっています。

　一方、“取り組んでいない”（｢あまり取り組んでいない｣（16.1％）、「取り組んでいな

い」（64.3％）の合計）人は80.4％となっています。

　性別の“取り組んでいる”人の割合は男性が8.5％、女性が17.9％と女性が9.4ポイント

上回っています。

　年齢別の“取り組んでいる”人の割合は40代が24.0％となっていますが、50代では

31.0％となっています。[図表64参照]

　問48　文化活動・芸術活動に取り組んでいますか。

▼

　● “取り組んでいる”が16.6％、“取り組んでいない”が80.4％。

図表64 文化活動・芸術活動について（全体、性別、年齢、居住地）

7.7%

5.1%

6.7%

11.1%

9.1%

8.0%

0.0%

3.2%

11.8%

7.9%

9.1%

0.0%

0.0%

8.9%

3.4%

11.2%

0.0%

13.6%

16.0%

6.9%

9.7%

5.9%

7.9%

9.1%

28.6%

11.1%

16.1%

18.6%

16.9%

22.2%

22.7%

8.0%

24.1%

3.2%

19.6%

17.9%

0.0%

0.0%

22.2%

64.3%

69.5%

62.9%

66.7%

54.5%

68.0%

65.5%

83.9%

54.9%

64.3%

72.7%

71.4%

55.6%

3.0%

3.4%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

3.4%

0.0%

7.8%

2.1%

9.1%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

取り組んでいる どちらかといえば取り組んでいる あまり取り組んでいない 取り組んでいない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　生涯学習情報誌から知りたい情報が得られているかたずねたところ、｢得られている｣（10.

7％）これに「どちらかといえば得られている」（27.4％）をあわせた“得られている”とい

う人が38.1％となっています。

　一方、“得られていない”（｢どちらかといえば得られていない｣（20.2％）、「得られて

いない」（32.7％）の合計）人は52.9％となっています。

　性別の“得られている”人の割合は男性が28.8％、女性が41.6％と女性が12.8ポイント上

回っています。

　年齢別の“得られている”人の割合は40代が52.0％と一番高く、20代では11.1％と低く

なっています。[図表65参照]

　問49　生涯学習情報誌「らいふまっぷ」から知りたい情報は得られていますか。

▼

　● “得られている”が38.1％、“得られていない”が52.9％。

図表65 生涯学習情報誌からの情報について（全体、性別、年齢、居住地）

10.7%

11.9%

9.0%

11.1%

4.5%

16.0%

3.4%

12.9%

13.7%

11.4%

9.1%

14.3%

0.0%

27.4%

16.9%

32.6%

0.0%

22.7%

36.0%

31.0%

25.8%

29.4%

28.6%

27.3%

14.3%

22.2%

20.2%

27.1%

19.1%

22.2%

40.9%

16.0%

20.7%

25.8%

9.8%

22.1%

18.2%

0.0%

11.1%

32.7%

35.6%

29.2%

66.7%

31.8%

32.0%

37.9%

32.3%

23.5%

30.0%

27.3%

57.1%

55.6%

8.9%

8.5%

10.1%

0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

3.2%

23.5%

7.9%

18.2%

14.3%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

得られている どちらかといえば得られている どちらかといえば得られていない 得られていない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　文化・芸術の鑑賞や発表機会が充実しているかたずねたところ､

｢どちらかといえばそう感じる」（41.1％）これに「そう感じる」（8.3％）をあわせた“そ

う感じる”人は、49.4％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（33.3％）､「そう感じない｣

（7.7％）の合計）人は41.0％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が50.9％、男性が46.1％と女性が4.8ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は70歳以上が56.9％となっていますが、60代では32.2

％と低くなっています。[図表66参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

　問50　文化・芸術の鑑賞や発表機会が充実していると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が49.4％、“そう感じない”が41.0％。

図表66 文化・芸術の鑑賞や発表機会が充実していると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

8.3%

15.3%

4.5%

33.3%

4.5%

20.0%

3.4%

3.2%

5.9%

7.1%

27.3%

14.3%

0.0%

41.1%

35.6%

41.6%

22.2%

36.4%

36.0%

48.3%

29.0%

51.0%

42.9%

27.3%

28.6%

33.3%

33.3%

33.9%

37.1%

22.2%

40.9%

44.0%

24.1%

51.6%

21.6%

33.6%

18.2%

42.9%

44.4%

7.7%

6.8%

9.0%

11.1%

13.6%

0.0%

13.8%

12.9%

2.0%

7.9%

18.2%

0.0%

0.0%

9.5%

8.5%

7.9%

11.1%

4.5%

0.0%

10.3%

3.2%

19.6%

8.6%

9.1%

14.3%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　生涯学習活動や文化活動を活発にするには、「各種講座などの情報提供の充実｣（21.9％）

が第１位に挙げられ、次いで「文化イベントの企画・開催」（16.4％）、「指導者や相談

体制の充実」（13.8％）、「音楽・美術などの鑑賞機会の充実」（11.5％）、「各種講座

や催し物の内容の充実」（10.8％）などの順となっています。[図表67～68参照]

- -

計根別農協区域
音楽・美術などの鑑賞機会の充実 同率複数のため省略 同率複数のため省略

27.3 - -

同率複数のため省略 同率複数のため省略

27.8 - -

計根別市街
各種講座や催し物の内容の充実 同率複数のため省略 同率複数のため省略

33.3

居
住
地

中標津市街
各種講座などの情報提供の充実 文化イベントの企画・開催 指導者や相談体制の充実

22.1 16.8 15.0

中標津町農協区域
各種講座などの情報提供の充実

　問51　生涯学習活動・文化活動をより活発にしていくためには、どのようなことが必要だ
　　　と思いますか。

▼

　● 「各種講座などの情報提供の充実」が第１位。次いで「文化イベントの企画・
　　  開催」、「指導者や相談体制の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表67 生涯学習・文化活動を活発にしていくために必要なこと（全体／複数回答）

図表68 生涯学習・文化活動を活発にしていくために必要なこと（年齢／複数回答）（上位3位％）

年
　
　
　
　
齢

20代
各種講座などの情報提供の充実 指導者や相談体制の充実 同率複数のため省略

31.3 25.0 -

30代
各種講座などの情報提供の充実 同率複数のため省略 同率複数のため省略

22.5 - -

40代
各種講座などの情報提供の充実指導者や相談体制の充実 文化イベントの企画・開催

19.621.7 17.4

50代
文化イベントの企画・開催 各種講座や催し物の内容の充実 同率複数のため省略

26.7 22.2 -

60代
各種講座などの情報提供の充実 指導者や相談体制の充実 同率複数のため省略

25.0 14.6 -

70歳以上
各種講座などの情報提供の充実 各種講座や催し物の内容の充実 文化イベントの企画・開催

19.4 15.3 （同率２位）15.3

21.9%

16.4%

13.8%

11.5%

10.8%

7.4%

6.7%

5.2%

4.8%

1.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

各種講座などの情報提供の充実

文化イベントの企画・開催

指導者や相談体制の充実

音楽・美術などの鑑賞機会の充実

各種講座や催し物の内容の充実

史跡・文化財の保存や伝統文化の後継者の育成

文化施設など活動の場の整備充実

学習・文化活動等の発表機会の充実

学習・文化団体への支援

その他
回答数＝269
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　運動やスポーツに取り組んでいるかたずねたところ、「取り組んでいる」（10.1％）これに

｢どちらかといえば取り組んでいる｣（19.0％）をあわせた“取り組んでいる”という人が

29.1％となっています。

　一方、“取り組んでいない”（「取り組んでいない」（41.1％）と｢あまり取り組んでいな

い｣（26.8％）の合計）人は67.9％となっています。

　性別の“取り組んでいる”人の割合は男性が25.5％、女性が31.5％と女性が6ポイント上

回っています。

　年齢別の“取り組んでいる”人の割合は20代が44.4％と高くなっていますが、60代では

16.1％となっています。[図表69参照]

　問52　運動やスポーツに取り組んでいますか。

▼

　●“取り組んでいる”が29.1％、“取り組んでいない”が67.9％。

図表69 運動やスポーツについて（全体、性別、年齢、居住地）

10.1%

10.2%

9.0%

33.3%

18.2%

8.0%

13.8%

3.2%

3.9%

9.3%

9.1%

0.0%

22.2%

19.0%

15.3%

22.5%

11.1%

18.2%

32.0%

10.3%

12.9%

23.5%

19.3%

27.3%

14.3%

11.1%

26.8%

33.9%

22.5%

33.3%

22.7%

32.0%

31.0%

25.8%

23.5%

30.7%

0.0%

28.6%

0.0%

41.1%

37.3%

43.8%

22.2%

40.9%

28.0%

41.4%

58.1%

41.2%

38.6%

54.5%

57.1%

55.6%

3.0%

3.4%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

3.4%

0.0%

7.8%

2.1%

9.1%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

取り組んでいる どちらかといえば取り組んでいる あまり取り組んでいない 取り組んでいない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　スポーツ活動を活発にするには、「スポーツ施設など活動の場の整備充実｣（21.6％）が

第１位に挙げられ、次いで「スポーツイベントの企画・開催」（18.5％）、｢各種講座など

情報提供の充実」（18.1％）、「指導者や相談体制の充実｣（16.2％）などの順となって

います。

　年齢別の第１位は20代・40代・60代では「スポーツ施設など活動の場の整備充実」、

30代・70歳以上では「各種講座などの情報提供の充実」、50代では「指導者や相談体制

の充実」、「スポーツイベントの企画・開催」となっています。[図表70～71参照]

18.2 （同率２位）18.2

計根別農協区域
各種講座などの情報提供の充実 スポーツ施設など活動の場の整備充実 同率複数のため省略

25.0 （同率１位）25.0 -

各種講座などの情報提供の充実 スポーツイベントの企画・開催
41.2 17.6 （同率２位）17.6

計根別市街
スポーツ施設など活動の場の整備充実 各種講座や催し物の内容の充実 スポーツイベントの企画・開催

27.3

居
住
地

中標津市街
スポーツ施設など活動の場の整備充実 スポーツイベントの企画・開催 各種講座などの情報提供の充実

19.8 18.9 18.4

中標津町農協区域
スポーツ施設など活動の場の整備充実

70歳以上
各種講座などの情報提供の充実 スポーツ施設など活動の場の整備充実 スポーツイベントの企画・開催

22.9 20.0 18.6

60代
スポーツ施設など活動の場の整備充実 各種講座などの情報提供の充実 スポーツイベントの企画・開催

28.6 16.7 14.3

20.0 -
50代

指導者や相談体制の充実 スポーツイベントの企画・開催 各種講座などの情報提供の充実
22.2 （同率２位）22.2 15.6

スポーツ施設など活動の場の整備充実 スポーツイベントの企画・開催
25.0 22.5 20.0

40代
スポーツ施設など活動の場の整備充実 スポーツ団体への支援 同率複数のため省略

22.2

年
　
　
　
　
齢

20代
スポーツ施設など活動の場の整備充実 スポーツイベントの企画・開催 同率複数のため省略

33.3 20.0 -

30代
各種講座などの情報提供の充実

　問53　スポーツ活動をより活発にしていくためには、今後どのような取り組みが必要だと
　　　思いますか。

▼

　●「スポーツ施設など活動の場の整備充実」が第１位。次いで「スポーツイベントの企
　　 画・開催」、「各種講座などの情報提供の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表70 スポーツ活動を活発にしていくために必要な取り組み（全体／複数回答）

図表71 スポーツ活動を活発にしていくために必要な取り組み(年齢､居住地/複数回答)　（上位3位　％）

21.6%

18.5%

18.1%

16.2%

11.2%

10.8%

3.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

スポーツ施設など活動の場の整備充実

スポーツイベントの企画・開催

各種講座などの情報提供の充実

指導者や相談体制の充実

スポーツ団体への支援

各種講座や催し物の内容の充実

その他
回答数＝259
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人権・男女共同参画について

　男女が平等に参加できる社会になっていると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえばそ

う感じる｣（41.1％）これに｢そう感じる｣（8.3％）をあわせた“そう感じる”人は、49.4％

となっています。

　一方、“そう感じない”人（「どちらかといえばそう感じない」（33.3％）､「そう感じ

ない」（7.7％）の合計）は41.0％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が50.9％、女性が46.1％と男性が4.8ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は70歳以上では56.9％となっていますが、60代では

32.2％と低くなっています。[図表72参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

（７）

▼

　問54　男女が平等に参加できる社会の仕組みになってきていると感じますか。

　● “そう感じる”が49.4％、“そう感じない”が41.0％。

図表72 男女が平等に参加できる社会になっているか（全体、性別、年齢、居住地）

8.3%

15.3%

4.5%

33.3%

4.5%

20.0%

3.4%

3.2%

5.9%

7.1%

27.3%

14.3%

0.0%

41.1%

35.6%

41.6%

22.2%

36.4%

36.0%

48.3%

29.0%

51.0%

42.9%

27.3%

28.6%

33.3%

33.3%

33.9%

37.1%

22.2%

40.9%

44.0%

24.1%

51.6%

21.6%

33.6%

18.2%

42.9%

44.4%

7.7%

6.8%

9.0%

11.1%

13.6%

0.0%

13.8%

12.9%

2.0%

7.9%

18.2%

0.0%

0.0%

9.5%

8.5%

7.9%

11.1%

4.5%

0.0%

10.3%

3.2%

19.6%

8.6%

9.1%

14.3%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　男女が平等に参加できる社会の形成に必要なことをたずねたところ、「保育や介護サービ

スの充実など働きやすい環境の整備」（27.5％）が第１位に挙げられ、次いで「男女の固定

的な役割分担意識解消に向けた啓発」（16.5％）、｢女性の働く場所の充実｣（15.1％）、

「育児・介護休業制度の一層の普及」（14.1％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は、20代以外の年代で「保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の

整備｣となっています。[図表73～74参照]

- -

計根別農協区域
男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発 保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 男女共同参画についての学習の充実

28.6 21.4 14.3

男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発 女性の働く場所の充実
33.3 28.6 14.3

計根別市街
同率複数のため省略 同率複数のため省略 同率複数のため省略

-

居
住
地

中標津市街
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 女性の働く場所の充実 育児・介護休業制度の一層の普及

27.8 15.8 （同率２位）15.8

中標津町農協区域
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備

70歳以上
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 女性の働く場所の充実 男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発

22.0 19.5 17.1

60代
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発 町の審議会や委員会などへの女性の登用

30.8 23.1 11.5

19.1 17.0

50代
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発 同率複数のため省略

36.2 17.0 -

男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発 育児・介護休業制度の一層の普及

27.5 17.5 15.0

40代
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 育児・介護休業制度の一層の普及 女性の働く場所の充実

25.5

年
　
　
　
　
齢

20代
育児・介護休業制度の一層の普及 女性の働く場所の充実 保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備

35.7 28.6 21.4

30代
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備

　問55　男女が平等に参加できる社会を形成するため、今後どのような取組が必要だと
　　 　思いますか。

▼

　● 「保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備」が第１位。次いで「男女の
　　 固定的な役割分担意識解消に向けた啓発」、「女性の働く場所の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表73 男女が平等に参加できる社会形成に必要な取り組み（全体／複数回答）

図表74 男女が平等に参加できる社会形成に必要な取り組み（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

27.5%

16.5%

15.1%

14.1%

9.5%

7.4%

4.6%

4.6%

0.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備

男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発

女性の働く場所の充実

育児・介護休業制度の一層の普及

女性の就労条件など企業に対する啓発

町の審議会や委員会などへの女性の登用

男女共同参画についての学習の充実

女性のための職業訓練の機会の提供

その他
回答数＝284
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　女性が抱える様々な悩みに対応する相談窓口があることを知っているかたずねたところ、

｢知っている」と回答した人は14.9％となっているのに対し「知らない」と回答した人は

80.4％と知らない人が上回っています。

　性別で「知っている」と回答した人は男性が13.6％、女性は15.7％と女性が2.1

ポイント上回っています。

[図表75参照]

　問56　女性が抱える様々な悩みに対応する相談窓口があることを知っていますか。

▼

　●「知っている」が14.9％。「知らない」が80.4％。

図表75 女性の相談窓口の設置について（全体、性別、年齢、居住地）

14.9%

13.6%

15.7%

0.0%

4.5%

16.0%

20.7%

22.6%

13.7%

15.7%

27.3%

0.0%

0.0%

80.4%

83.1%

79.8%

88.9%

95.5%

84.0%

75.9%

77.4%

76.5%

80.7%

63.6%

100.0%

88.9%

4.8%

3.4%

4.5%

11.1%

0.0%

0.0%

3.4%

0.0%

9.8%

3.6%

9.1%

0.0%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

知っている 知らない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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地域間交流について

　国際交流や他地域との交流に参加したいかたずねたところ、「どちらかといえばそう思う」

（25.6％）これに「そう思う」（7.7％）をあわせた“そう思う”という人が33.3％となっ

ています。

　一方、“そう思わない”（｢どちらかといえばそう思わない｣（35.1％）、「そう思わない」

（26.2％）の合計）は61.3％となっています。

　性別の“そう思う”人の割合は男性が35.6％、女性が32.6％となり男性が3ポイント

上回っています。

　年齢別の“そう思う”人の割合は30代が50.0％となっていますが、60代では19.4％と

低くなっています。[図表76参照]

（８）

　問57　国際交流や他地域との交流に参加したいと思っていますか。

▼

　● “そう思う”が33.3％、“そう思わない”が61.3％。

図表76 地域間交流に参加したいか（全体、性別、年齢、居住地）

7.7%

5.1%

10.1%

11.1%

22.7%

0.0%

6.9%

6.5%

3.9%

7.1%

0.0%

0.0%

22.2%

25.6%

30.5%

22.5%

33.3%

27.3%

36.0%

20.7%

12.9%

29.4%

26.4%

27.3%

28.6%

11.1%

35.1%

28.8%

39.3%

22.2%

18.2%

48.0%

41.4%

48.4%

27.5%

34.3%

45.5%

42.9%

33.3%

26.2%

32.2%

22.5%

33.3%

27.3%

16.0%

27.6%

29.0%

27.5%

27.1%

27.3%

28.6%

11.1%

5.4%

3.4%

5.6%

0.0%

4.5%

0.0%

3.4%

3.2%

11.8%

5.0%

0.0%

0.0%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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　国内外との交流活動について今後の取り組みは何が必要かたずねたところ、「学校教育・

生涯学習などでの外国語教育」（24.7％）が第１位に挙げられ、次いで「国内外の姉妹・友

好都市交流」（22.7％）、「スポーツ、文化を通じた人的交流」（20.8％）、「文化な

どを紹介するイベント」（9.0％）などの順となっています。

　年齢別では30代・40代・50代・60代では「学校教育・生涯学習などでの外国語教育」

が第１位となっています。

[図表77～78参照]

　問58　国内外との交流について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

▼

　● 「学校教育・生涯学習などでの外国語教育」が第１位。次いで「国内外の姉妹・友好
　　都市交流」、「スポーツ、文化を通じた人的交流」の順。

第１位 第２位 第３位

図表77 国内外との交流活動に必要な取り組み（全体／複数回答）

図表78 国内外との交流活動に必要な取り組み（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

年
　
　
　
　
齢

20代
スポーツ、文化を通じた人的交流 国内外の姉妹・友好都市交流 文化などを紹介するイベント

28.6 21.4 （同率２位）21.4

30代
学校教育・生涯学習などでの外国語教育 国内外の姉妹・友好都市交流 スポーツ、文化を通じた人的交流

28.2 25.6 20.5

40代
学校教育・生涯学習などでの外国語教育 国内外の姉妹・友好都市交流 スポーツ、文化を通じた人的交流

30.2 25.6 20.9

50代
学校教育・生涯学習などでの外国語教育 国内外の姉妹・友好都市交流 スポーツ、文化を通じた人的交流

32.6 23.3 （同率２位）23.3

60代
国内外の姉妹・友好都市交流 学校教育・生涯学習などでの外国語教育 スポーツ、文化を通じた人的交流

21.7 （同率１位）21.7 17.4

70歳以上
スポーツ、文化を通じた人的交流国内外の姉妹・友好都市交流 学校教育・生涯学習などでの外国語教育

（同率１位）20.620.6 17.6

居
住
地

中標津市街
国内外の姉妹・友好都市交流友好都市交流学校教育・生涯学習などでの外国語教育 スポーツ、文化を通じた人的交流

22.524.9 20.7

中標津町農協区域
国内外の姉妹・友好都市交流 スポーツ、文化を通じた人的交流 学校教育・生涯学習などでの外国語教育

33.3 27.8 16.7

計根別市街
学校教育・生涯学習などでの外国語教育 スポーツ、文化を通じた人的交流 国内外の姉妹・友好都市交流

40.0 30.0 20.0

計根別農協区域
町内や隣接圏域の外国人との交流会 同率複数のため省略 同率複数のため省略

33.3 - -

24.7%

22.7%

20.8%

9.0%

8.2%

7.5%

6.7%

0.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

学校教育・生涯学習などでの外国語教育

国内外の姉妹・友好都市交流

スポーツ、文化を通じた人的交流

文化などを紹介するイベント

町内や隣接圏域の外国人との交流会

案内板や刊行物等の外国語併記

地域の歴史等を通じた交流

その他
回答数＝255
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北方領土問題について

　北方領土問題を身近な問題と感じるかたずねたところ、「どちらかといえばそう感じる」

（32.7％）これに｢そう感じる｣（20.2％）をあわせた“そう感じる”人は、52.9％となって

います。

　一方、“そう感じない”人（「どちらかといえばそう感じない」（26.2％）､「そう感じ

ない」（14.3％）の合計）は40.5％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が61％、女性が49.5％と男性が11.5ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は､50代が58.6％と一番高くなっていますが､60代

では45.2％と低くなっています。[図表79参照]

○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

（９）

▼

　問59　北方領土問題を身近な問題として感じますか。

　●“そう感じる”が52.9％、“そう感じない”が40.5％。

図表79 北方領土問題を身近に感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

20.2%

32.2%

13.5%

33.3%

27.3%

8.0%

10.3%

19.4%

27.5%

17.9%

54.5%

14.3%

22.2%

32.7%

28.8%

36.0%

22.2%

18.2%

48.0%

48.3%

25.8%

29.4%

37.1%

9.1%

0.0%

22.2%

26.2%

16.9%

31.5%

33.3%

22.7%

28.0%

27.6%

35.5%

19.6%

24.3%

18.2%

71.4%

33.3%

14.3%

15.3%

12.4%

11.1%

31.8%

16.0%

6.9%

16.1%

7.8%

15.0%

9.1%

14.3%

0.0%

6.5%

6.8%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

3.2%

15.7%

5.7%

9.1%

0.0%

22.2%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数

168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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取り組みに対する費用負担の可否について

　取り組みに対する費用負担の可否についてたずねたところ、「賛成である」（9.5％）これ

に「どちらかといえば賛成である」（30.4％）をあわせた“賛成である”という人が39.9％

となっています。

 　一方、“反対である”（「どちらかといえば反対である」（8.3％）及び｢反対である｣

（5.4％）の合計）は13.7％となっています。

　なお、「どちらともいえない」の回答は38.1％ありました。[図表80参照]

　性別で“賛成である”人の割合は、男性（40.7％）と女性（37.1％）と男性が3.6ポイント

上回っています。

　年齢別にみると30代の“賛成である”人の割合は54.5％となりましたが、50代では

24.1％となっています。

　職業別で“賛成である”人の割合の高い層をみると、卸小売業・飲食業（70.0％）となって

いますが、製造業・建設業においては、26.3％と低くなっています。

［図表81参照］

３　費用負担について

（１）

▼

　問60　これまでの設問４から設問59において、今後必要と思われる取り組みなどにつ
　　　　いて、おたずねしてきましたが、選択された取り組みなどの実施・実現のために
　　　　は、町民の費用負担が必要となる場合がありますが、どのように考えますか。

　● “賛成である”が39.9％、“反対である”が13.7％、「どちらともいえない」が
　　  38.1％、「その他」が4.2％。

図表80 取り組みに対する費用負担の可否（全体）

賛成である, 

9.5%

どちらかといえば賛成である,

30.4%
どちらともいえない, 38.1%

どちらかといえば反対であ

る, 8.3%

反対である, 5.4% その他, 4.2%

無回答, 4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

割合

回答
数

168
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図表81 取り組みに対する費用負担の可否（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）

10.0%

9.1%

0.0%

11.1%

25.0%

16.7%

2.5%

9.8%

29.3%

36.4%

0.0%

55.6%

25.0%

33.3%

30.0%

30.4%

40.7%

18.2%

57.1%

11.1%

25.0%

38.9%

45.0%

36.3%

7.1%

27.3%

14.3%

25.0%

11.1%

5.0%

7.8%

5.7%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%
0.0%

10.0%

4.9%

4.3%

9.1%

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%

5.0%

4.9%

2.9%

0.0%

14.3%

22.2%

0.0%

0.0%

2.5%

5.9%

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

1年未満

1年以上5年未満

5年以上20年未満

20年以上

140

11

7

9

8

18

40

102

9.5%

11.9%

9.0%

22.2%

22.7%

8.0%

3.4%

6.5%

7.8%

23.1%

10.5%

10.0%

11.1%

4.3%

14.8%

3.1%

0.0%

30.4%

28.8%

28.1%

22.2%

31.8%

28.0%

20.7%

45.2%

27.5%

23.1%

15.8%

60.0%

38.9%

26.1%

25.9%

31.3%

28.6%

38.1%

37.3%

39.3%

33.3%

22.7%

52.0%

44.8%

32.3%

39.2%

15.4%

52.6%

20.0%

38.9%

43.5%

37.0%

40.6%

28.6%

8.3%

5.1%

11.2%

11.1%

4.5%

8.0%

13.8%

9.7%

5.9%

15.4%

5.3%

0.0%

5.6%

13.0%

3.7%

12.5%

14.3%

5.4%

5.1%

6.7%

0.0%

13.6%

4.0%

6.9%

3.2%

3.9%

7.7%

5.3%

0.0%

2.8%

13.0%

3.7%

3.1%

14.3%

4.2%

8.5%

2.2%

11.1%

4.5%

0.0%

6.9%

3.2%

3.9%

7.7%

10.5%

0.0%

2.8%

0.0%

7.4%

14.3% 14.3%

4.2%

3.4%

3.4%

0.0%

0.0%

3.4%

0.0%

11.8%

7.7%

0.0%

10.0%

0.0%

0.0%

7.4%

9.4%

0.0%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

農林業

製造業・建設業

卸小売業・飲食業

その他ーサービス業等

パートタイム・アルバイト

主婦（夫）

無職

学生・その他

賛成である どちらかといえば賛成である どちらともいえない どちらかといえば反対である 反対である その他 無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

13

19

10

36

23

27

32

7

回答数
168

性
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年
齢

職
業

居
住
地

居
住
年
数
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地域活動・ボランティア活動について

　地域活動・ボランティア活動への参加状況・意向についてたずねたところ、「参加してい

ないし、今後も参加するつもりはない」（38.7%）が最も多く、次いで「現在、参加して

いないが、今後は参加したい」（26.8％）、｢現在、参加しているし、今後も参加したい｣

（19.0％）、「現在、参加しているが、今後は参加するつもりはない」（6.5％）の順とな

っています。

　これを今後の参加意向でみると、今後“参加したい”人（「参加しているし、今後も参加

したい」19.0％）及び「参加していないが、今後は参加したい」（26.8％）の合計）が

45.8％、今後“参加したくない”人（「参加していないし、今後も参加するつもりはない」

（38.7％）及び「参加しているが、今後は参加するつもりはない」（6.5％）の合計）が

45.2%となっており､現在“参加している”人の25.5％から今後“参加したい”人が45.8

％に増加する結果となっています。

　性別で“参加したい”人の割合は男性で50.8％、女性で43.9％と男性が6.9ポイント上

回っています。

　年齢別でみると､“参加したい”人の割合は50代が65.5％と高いですが､20代では22.2

％と低くなっています。[図表82参照]

４　町民活動・協働について

（１）

▼

　問61①　あなたの地域活動・ボランティア活動への、現在の参加状況と、今後の参加意
　　　　　向についておたずねします。

　●“参加している”が25.5％、“参加していない”が65.5％。
　　“参加したい”が45.8％、“参加したくない”が45.2％。
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図表82 地域活動・ボランティア活動について（全体、性別、年齢、居住地、居住年数）
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33.3%

42.1%
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14.3%

33.3%
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33.3%

37.5%
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22.2%

4.5%

0.0%

6.9%

3.2%

17.6%

8.6%

9.1%

0.0%

22.2%

0.0%

5.6%

7.5%

10.8%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

1年未満

1年以上5年未満

5年以上20年未満

20年以上

現在、参加しているし、今後も参加したい 現在、参加してないが、今後は参加したい

現在、参加しているが、今後は参加するつもりはない 現在、参加してないし、今後も参加するつもりはない

無回答
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参加したい地域活動について

　問61①で今後“参加したい”（45.8％）と回答した人に､参加したい活動をたずねたとこ

ろ、「町内会や自治会などの活動」（17.2％）が第１位に挙げられ、次いで「自然保護や

環境保全、リサイクル等に関する活動｣（11.1％）､｢公園・道路の清掃や花壇の世話｣

（9.4％）､「高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動」（8.3％）などの順となっ

ています。[図表83～84参照]

（２）

▼

第１位 第２位 第３位

　問61②　あなたは、今後（今後とも）どのような地域活動・ボランティア活動に参加し
　　　　　たいと思いますか。
　　　　　（問61①で“参加したい”と回答した人のみ）【複数回答】

　● 「町内会や自治会などの活動」が第１位。次いで「自然保護や環境保全、リサ
　　  イクル等に関する活動」の順。

図表83 参加したい地域活動等について（全体／複数回答）

図表84 参加したい地域活動等について（性別、年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

性
別

男性
町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 地域づくりやまちおこしに関する活動

21.0 11.1 10.8

女性
町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 同率複数のため省略

16.7 11.7 -

年
　
　
　
　
齢

20代
教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 町内会や自治会などの活動

22.4 14.3 12.2

30代
子育て支援に関する活動 町内会や自治会などの活動 教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動

14.5 12.7 11.8

40代
町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 PTA、青少年の健全育成に関する活動

17.7 12.1 9.7

50代
町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 同率複数のため省略

19.1 10.9 -
60代

町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 自然保護や環境保全、リサイクル等に関する活動

21.7 13.0 11.4

70歳以上
町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 老人クラブや女性団体、子ども会などの活動

23.6 13.5 11.5

居
住
地

中標津市街
町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動

18.9 11.3 8.4

中標津町農協区域
町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 同率複数のため省略

20.0 （同率１位）20.0 -
計根別市街

町内会や自治会などの活動 高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動 同率複数のため省略

15.8 13.2 -
計根別農協区域

町内会や自治会などの活動 同率複数のため省略 同率複数のため省略

31.3 - -

17.2%

11.1%

9.4%

8.3%

7.8%

7.2%

7.2%

6.1%

5.0%

3.9%

3.3%

3.3%

2.8%

2.2%

2.2%

1.7%

0.6%

0.6%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

町内会や自治会などの活動

自然保護や環境保全、リサイクル等に関する活動

公園・道路の清掃や花壇の世話

高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動

老人クラブや女性団体、子ども会などの活動

募金や寄付、バザー等に関する活動

教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動

子育て支援に関する活動

地域づくりやまちおこしに関する活動

自主防災や災害援助に関する活動

交通安全に関する活動

国際交流、国際協力に関する活動

通院介助や健康管理の指導など保健・医療に関する活動

パトロールなど防犯に関する活動

農協や商工会などの活動

PTA、青少年の健全育成に関する活動

その他

伝統芸能の保存に関する活動回答数＝180
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情報共有について

　町の情報について知りたい情報が得られているかたずねたところ、｢そう感じる｣（8.9％）

これに「どちらかといえばそう感じる」（50.6％）をあわせた“そう感じる”人は59.5％

となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（25.0％）及び「そう感じな

い」（7.1％）の合計）人は32.1％となっています。［図表85参照］

　性別で“そう感じる”人をみると、男性（59.4％）が女性（56.2％）を3.2ポイント上

回っています。

　年齢別で､“そう感じる”人は60代の年齢層が74.2％と一番高く､50代では44.8％と低

くなっています。

　職業別・居住地・居住年数で“そう感じる”人の高い層をみると、職業別ではパートタイ

ム・アルバイト（73.9%）、居住地では計根別農協区域（66.7％）、居住年数では、１年

以上５年未満（72.3％）などとなっています。［図表86参照］

図表85 知りたい情報が得られているか（全体）

５　中標津町役場について

（１）

▼

　問62　町の情報について、知りたい情報が得られていると感じますか。

　● “そう感じる”が59.5％、“そう感じない”が32.1％。

そう感じる, 8.9%

どちらかといえばそう感じる, 

50.6%

どちらかといえばそう感じな

い, 25.0%

そう感じない, 7.1%

無回答, 8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

割合

回答
数

168
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○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

図表86 知りたい情報が得られているか（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）
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0.0%
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0.0%
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主婦（夫）
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中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

1年未満

1年以上5年未満

5年以上20年未満

20年以上
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役場の窓口について

　役場の窓口はわかりやすく、利用しやすいと感じるかたずねたところ、「そう感じる」

（10.7％）これに「どちらかといえばそう感じる」（42.9％）をあわせた“そう感じる”

人は53.6％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（27.4％）及び「そう

感じない」（10.1％）の合計）は37.5％となっています。[図表87参照]

　性別で“そう感じる”人をみると、女性（55.0％）が男性（52.6％）を2.4ポイント

上回っています。

　年齢別で､“そう感じる”人は60代が67.7％と一番高く､50代では44.8％と低くなって

います。

　職業別・居住地・居住年数で“そう感じる”人の高い層をみると、職業別では主婦（夫）

（66.7％）、居住地では中標津市街（57.8％）、居住年数では１年以上５年未満

（61.1％）などとなっています。［図表88参照］

　● “そう感じる”が53.6％、“そう感じない”が37.5％。

図表87  役場窓口を利用しやすいと感じるか（全体）

（２）

　問63　役場の窓口はわかりやすく、利用しやすいと感じますか。

▼

そう感じる, 

10.7%

どちらかといえばそう感じる, 

42.9%

どちらかといえばそう感じない, 

27.4%

そう感じない, 10.1%

無回答, 8.9%
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割合

回答
数
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○この設問に対する具体的な回答は（別冊）設問別記述意見一覧に記載のとおり。

図表88 役場窓口を利用しやすいと感じるか（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）
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6　将来人口目標について

（１）目標の達成に必要なこと

　目標達成に必要な取り組みについて、意見等を記入した人は102人で、回答者（168人）に

対する記入率は60.7％でした。

　これらの集約した意見を「まちづくり・行財政分野」「健康・福祉・医療分野」「経済・産業

分野」「生活基盤分野」「生活環境分野」「教育・文化分野」の６つの分野で区分し、まと

めると次のとおりとなります。※同意見は省略しています。

　[図表89参照]

問６４　第6期中標津町総合発展計画【計画期間：平成23年度～令和2年度（2011年度～
            2020年度）】では、令和2年度の将来人口を25,000人と設定していましたが、
            現在は人口減少に転じています（令和２年３月末現在23,091人）。今後、人口
            減少対策として、どのような取り組みが必要だと思いますか。

●回答者168人、記入率60.7％、意見102件（記述式での回答）
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図表89　将来人口目標の達成に必要な取り組み一覧

分野 性別 年齢 意見集約

少子化対策などで出生率をあげたり住みたい町をめざして観光客を増やすなどをする。

国政に働きかける。

人口流出の軽減。（高等学校後の新学校の設立など）雇用の安心。（特に、都心部に流出した若者が戻れるよう
に）企業の誘致や雇用創出で、戻ってきても安心して働けるように。関係人口や交流人口で、地域のファンを作り、
定住人口につなげる。

人口減少の主原因や、特に減少している世代、職種等を調査し、周知させないことには対策の考えようがない。

よくわかりませんが、イベントを多くしたり、補助をつけるといいと思います。

若者の婚活出会い対策の強化。

スポーツが出来る場所が少ない。町の中の空き地の利用。野菜づくりの場の提供。ソーラーパネルの設置をどこ
でも認めない条例の設定。

移住促進のための環境整備、情報発信。町民に対しての情報の周知。

歴史の浅いこのマチの未来のために広域合併は必要と考えています。

結婚しない人が多ので、御見合いをするなど。

60歳代 病院の充実。教育の現場を増やす。（一人一人にあった教育）若者が遊べる施設。

世の中の流れで加速はしかたないが、充実した町作りをして行かなければならない。

町の流れとか各町の人口の流れは転勤等に左右されそれほど期待はできない。子供を沢山つくれば生活が苦し
いと考える人が多く自分勝手な人間が多くなっている。普段の生活状態を見てもわかるとおり自分さえ良ければと
言う考えの人が多く、他人や自分の将来を常に考える人はいない。日本全体の問題である。人を集める町の行政
手段としても限度があり、子供を沢山産んで人口を多くするしかない。

町内愛を感じられる、地域作りを願いたい。

高齢者が多く若い人が少ないため、若い人が住みたくなる町づくりをしていく必要があると感じる。

隣町の様な空家の移住体験など。

予算の配分を重点目標とする項目に重きを置き、多くの事業を1度に達成するのでは無く、人の減少をくい止める
にはどうしたらよいのか。（例として若者が住みやすく、働きやすく、経済的に余り心配なく子育て出来る環境作り)
自然減少ではなく自然増加にするにはという事に知恵をしぼってほしい。
地域に根づく雇用の創出。活気のある街づくり。事業への支援や店への支援（開業のハードルを低くする支援を行
うなど）
企業の誘致。公共交通機関の充実。大学、専門学校の設立。大型商業施設の誘致。子育ての相談ができる環
境。マタニティの相談ができる環境。他エリアから来た人が関わりやすい仕組み、イベント。

若者の集まれる場所がもう少しあったほうがいいと思う。

接遇の研修会等、地域の人全体に必要な講習会を開いたら、外の人が入ってきて、住んでみたい、いいところだ
なと思ってもらえる環境になるかなと感じます。

町コンなどの若者の出会いをつくる場の提供。中標津町は出会いが限られているため、釧路の町コンに参加する
人も多く、そのまま移住するケースも多いと聞く。また、働き盛りの男性は休みなしで働いているケースも多く、たま
の休みは家で過ごす人も多い。提案としては、町独自の婚活ホームページをつくり、そこに人を雇用して趣味を登
録してもらい、メールをしてある一定の人数が集まったら開くでもよいと思う。若者があきのこない町づくり。中標津
町は、若者の便利さや、職業の自由な幅広い選択をしたいというニーズに応じていない。このままでは、都市に若
者が流出してしまう。また、若者のニーズを捉えていない。対策として、幅広い職業の選択を可能にすること、若者
向けの施設や体験コーナーの充実。広域でのイベントの開催。音楽フェス、定期的なバザー、山登りイベント、
BBQイベント、ツリイベント等、コロナでは現状無理があるが、人が集まる所に出会いがあるので、自然が多い地
域だからこそできる交流があるのではと思う。

他の町のように、補助金や支援金の充実。（出産祝金の給付等）子育てのしやすい環境づくり、保育・教育施設の
充実。
人口を増やす事ばかりではなく今いる人でよりよい町にする事で自然と人口が増えれば良いと考えます。どの世
代の人も住みやすい町になればよいと思います。教育の充実、医療の充実、環境の充実、よろしくお願いします。
何をやっても日本の人口減少が止められないように、中標津町の人口減少も歯止めは効かないと思います。た
だ、「魅力的な町づくり」によって、人口減少を緩やかにすることは可能だと思います。多額の維持経費がかかる大
きな公的施設をつくらない。（体育館・プール・武道場）空港と観光の維持。病院は最低でも現状を維持。

若者が残りたいと思える町にならないのは商業的な問題だけではない。閉鎖的な人格に育つ人がこんなに多い町
は他町から転勤等で来られた皆が驚き、教育機関での人間関係に疲弊し、町外への転出を必ず希望します。中
標津出身だけに悲しい。教育の質の向上。生涯学習の充実。町民に心から寄り添える役場職員の増加。保健、福
祉の充実。（こんなに低レベルな自治体はじめてでした）

人を増やす対策としては月並みですが以下を淡々とやるしかないのかなと思う。①雇用を増やす。仕事があれば
自然と人が増加する。道東の中で中標津は大きな町なのだが、仕事は少なく感じる。国道沿いが寂しいので、国
道沿いにもっと店舗があれば、雇用先も増えると感じる。②若者を移住させる。難しいが大学を新設するなど。高
校卒業後の就職先が無いと若者は釧路、北見、札幌へ出てしまう。一度大学出ても地元に戻ってもらうには、U
ターン雇用制度のようなサポートがあれば。若者向けレジャー施設があるといいと思う。

他の町のように子育て応援に力を入れる。賃貸料金を安くする。交通を便利にする。安いスーパーなどを作る。０
才の保育園を作る。認可外保育施設を沢山つくる。
若い人は中標津を出て、自分の行きたい高校や大学へ進学するのでその後の就職・生活を考えると、病院の事も
含め帰って来いと言いづらいが息子はいつか戻りたいと思ってると言う。だけど東京からの嫁をこのニオイ害の町
へ連れて来るのはかわいそうだ。私でも耐えられないのに。見た目はのどかでキレイな所なのにね。親が子供に
自信を持って「帰っておいで」と言える町になればと思う。
全国的に人口が減っている状況で、この先は人口が増える予測で計画をたてるべきではなく、現状、また減少す
ると考えて計画を立てなければならない時代かと思います。
少子化を食い止める。それには、安心して子を産み育てられる環境、支援が必要だと思う。それと、酪農家の後継
者問題。酪農の魅力を親からのみ教えるのではなく、他人からの話を聞かせる機会を作ったり、町からの支援金
を出す等、良い所があるのだと思ってもらう。又、商店街の活性化。空店舗の活用をし、元気で明るい中標津町を
目指せば、人々も増えるのでは。

子供を産んでも安心して働く事が、出来るよう一才未満でも保育料を無料にして若い世代の人が住みやすい環境
を作る。都会からUターンや移住してくる人に住宅を借りる時の助成金や中古住宅を無料で借りられる様にする。
都会からのUターンした人や移住した人に。
企業を誘致して職場をふやす事。スポーツクラブを作って国内外と交流をする。中標津はメルヘンな所なのでもっ
と強調して人をふやす。子供の教育にお金がかからない様にする。専門店をふやす。
農畜産物がありますので加工場を造って若い人が町内で働く場があればと思う。教育の方に力を入れてほしいと
思います。

若い人が多く住むような町づくりがいいと思う。

女性

70歳以上

20歳代

男性

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

70歳以上

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

まちづくり・
　行財政分野
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図表89　将来人口目標の達成に必要な取り組み一覧

分野 性別 年齢 意見集約

このままでは若い人が都市に流出し、今までのような近隣からの流入は少ないと思う。宅地開発が規制されて進
んでいない。空地はあるものの自由に選べる状況ではない。ある程度緩和して移入を進めるべき。土地の資源は
ある。あらゆるすぐれた資源を生かす。５Gにより、東京・札幌直結の利点を生かすリモートワークの活用を都市に
PRする。道立看護学校・道立自然少年の家・航空大学校・分校の誘致など。人口増対策で一番大きいのは製造
業である。近隣自治体で決まっていた食肉処理場が中断しており、誘致しては。民放ラジオの電波聴取による文
化度の向上。

中標津は大学などがないので高校までは地元で過ごして、戻ってこない方が多いと思います。こちらにお仕事が
あればいいのですが、やはり、都会の方が職場がありますので難しいです。住む所も高いので若い方は大変とき
きます。

移住の推進。空き家バンクみたいなのを作る。

人口減少は仕方ないと思いますが、たくさん減らないように根室管内の中心地となれれば良いと思います。学校
の充実と商業、働き口の存続を求めます。あとはコンパクトシティーをもっと売りにして、酪農の支援を手厚くしてあ
げてほしいです。

20歳代

私は札幌出身ですが、札幌に来た中標津出身の人は割と就職する際に中標津に戻る人が多いと思います。ただ
子育てしやすい環境かと言われるとそうではない気がする。だからいざ子育てするとなると町外に出てしまう傾向
があるのかと思う。それには病院の設備環境が悪いことや妊婦検診でかかる費用が高いことなど、緊急時に中標
津で出産できない場合釧路に行かなければいけないなどリスクが高すぎる。それなら最初から町外に住んだ方が
楽とは思う。住みやすいけど住み続けづらい町だとは思います。

30歳代
子育てしやすい町づくり。支援を増やしてほしい。子供のいる家庭に。子連れで行けるご飯食べれるところを増や
してほしい。

40歳代 子育て支援の充実。高校授業無料。

若い世代、特に子育て世代に対する、働きやすさ、育児に対する支援などを充実していくと良いと思います。また、
医療の一属の充実も必要に思います。

若い人が働きやすい様に子育てに協力。保育所の充実や、急な病気の時の対策。

若い人が安心して子供を産める環境を整える事と産んでからも周りや、地域で助け合って行ける事も大事な事の1
つだと思う。

幼児、児童、生徒への各手当支給額の増額で、子育てしやすい環境を整備する。

子育てのしづらさを改善してほしい。両親共働きは本当に辛いです。

医療の充実。道路整備。

若い世代の雇用確保と子育て世代への支援。

子どもにかかる医療費が他の町より高いので負担を減らす。

出生率を上げる事と、共働き家庭がほとんどなので、産休や育児休暇の取りやすい環境。保育施設の充実等。

保育が充実しないと、子供を産む事もできないし、仕事と子育てが大変です。父親側の会社の理解も必要、父・母
が協力しあって子育てできる町にしてほしい。

子育て世帯への独自の支援や支給。

60歳代
医療体制をしっかり整えて安心して暮せる街であること。今住んでいる人々の明るく楽しい暮しぶりを情報発信し
て高齢になっても安心できること。それと子育てする環境も整っていること。人づくりに適した街であることをアピー
ルしてはどうでしょう。病院の体制と介護施設等の連携をはかることも高齢化社会への大事なことだと思います。

子供が生まれる事が町の喜び事として、歓迎できる町であってほしい。若い人達が結婚したい、子供が欲しいと
思ってもらえる環境を作って欲しい。そして、地域で子供を大切に温かく見守っている事を実感できる町だといい。
若い夫婦は、親も近くにいなくて、困った時、ストレス等でどう子供を育てて良いか解らない事も多いと思う。話を聞
いてもらえるだけで嬉しいので、その様な話を聞ける場所を作ってください。隣、近所の付き合いも働いている中で
無い状態で困った時だけでも良いので話せる場所を作ってください。

出生したら、１人目、２人目、３人目とお祝いをあげ、額を増やしていく。

20歳代
雇用対策：若い世代が都市部に流れてしまうのを防ぐために雇用先の充実が必要。専門や大学への進学後に戻
りたいと思える環境が必要。

マンションや下宿などをいっぱいつくる。働く場所の確保。

産業の維持・活性化と交流人口の増加が必要。町としてどの産業に力点を置くか、もしくは今後必要かをもっと
はっきりさせて、他地域との差別化を図る必要がある。また、交流人口の増加には、観光や食の力が必要であり、
コロナ禍で厳しい状況にあるが、対策をしてよりよい産業に発展させることが重要であると感じる。特区や規制緩
和により、企業誘致を図ったりしてはどうか。

もっと若者があそべる場所があればいい。

若者の町内の就職先の確保。

積極的な企業誘致。大学や専門学校の透致。

一次産業の後継者育成、新規就労者支援の充実。

60歳代 雇用と産業と安定した生活がないと定住はありえない。

70歳以上 産業の充実発展。新たな産業・観光の開発。

30歳代 専門店など商業施設の充実化を行い若者が町外へ出てしまうのを防いだ方がいい。

50歳代
町に人が集まってもらえる様な施設を作り、人の出入が増えれば居住したいと思う人、働き手が増え、人口増加に
つながるのでは。

若い人達の職場がある。中標津に住みたいと思える特別な環境。子供の教育など子育てに対し安心感がある。

進学のため地元を離れた子ども達が、また戻ってきて働く場所が必要だと思う。跡を継ぐためだけでなく、20代の
人が安定した収入を得られる正社員雇用を増やして、就職を地元でできればいいのにと思います。

70歳以上
若い人の働き先がたくさんある町にする。町外からの若い人達がきても自宅の補助など若い人のすみやすい町に
する。

男性 40歳代
子供の進学を機に札幌などに家族で引越しする事が増えていると思います。大学生活の支援など必要だと思いま
す。国や道に協力してもらう事も考えた方が良いと思います。

40歳代 大学・専門学校の充実を。高校卒業後はかなりの確率で地方へ出る方が多い為。

70歳以上 日本語学校が開校した事は良かった。さらに教育施設や、事業所などが設置される事が人口増加につながる。

女性 70歳以上

40歳代

50歳代

70歳以上

健康・福祉・医
療分野

女性

男性

60歳代

まちづくり・
　行財政分野

教育・文化分野

女性

経済・産業分野

30歳代

40歳代

50歳代

男性

無回答 40歳代

30歳代

70歳以上

60歳代

女性
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協働の推進に向け町民が行政に望むもの

　協働の推進について今後の取り組みは何が必要かたずねたところ､｢広報活動の充実｣

（24.7％）が第１位に挙げられ、次いで「広聴活動の充実」（22.2％）、「公共施設管理

等への住民・民間参画の促進」（15.6％）、「NPO等の育成・支援」（11.5％）、

「自治基本条例の適切な進行管理」（7.0％）、などの順となっています。

　年齢別では、30代・40代・50代・60代は「広報活動の充実」、20代・70歳以上では

「広聴活動の充実」が第１位となっています。[図表90～91参照]

20.0 （同率２位）20.0

計根別農協区域
広聴活動の充実 広報活動の充実 まちづくりに関する学習機会の提供

33.3 25.0 16.7

広聴活動の充実 審議委員の一般公募、パブリックコメントの充実

30.8 （同率１位）30.8 15.4

計根別市街
広報活動の充実 広聴活動の充実 自治基本条例の適切な進行管理

40.0

居
住
地

中標津市街
広報活動の充実 広聴活動の充実 公共施設管理等への住民・民間参画の促進

23.6 21.2 16.8

中標津町農協区域
広報活動の充実

70歳以上
広聴活動の充実 公共施設管理等への住民・民間参画の促進 NPO等の育成・支援

29.4 16.2 （同率２位）16.2

60代
広報活動の充実 広聴活動の充実 同率複数のため省略

31.1 17.8 -

50代
広報活動の充実 公共施設管理等への住民・民間参画の促進 広聴活動の充実

35.0 20.0 12.5

40代
広報活動の充実 広聴活動の充実 同率複数のため省略

25.6 23.1 -

38.5 23.1 15.4

30代
広報活動の充実 広聴活動の充実 公共施設管理等への住民・民間参画の促進

26.3 18.4 （同率２位）18.4

図表91 協働の推進に必要な取り組み（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
広聴活動の充実 広報活動の充実 NPO等の育成・支援

７　行政との関わりについて

（１）

　問65　 これからのまちづくりは、より多くの住民の皆さんが町政に参画して、課題解決
　　　　や地域づくりを行う「町民参画・協働のまちづくり」が重要なテーマとなります。
　　　　　あなたは、この「町民参画・協働のまちづくり」を進めるためには、行政に何が
　　　　必要だと思いますか。

▼

　●「広報活動の充実」が第１位。次いで「広聴活動の充実」、「公共施設管理等への
　　  住民・民間参画の促進」の順。

図表90 協働の推進に必要な取り組み（全体／複数回答）

24.7%

22.2%

15.6%

11.5%

7.0%

6.6%

5.8%

5.3%

1.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

広報活動の充実

広聴活動の充実

公共施設管理等への住民・民間参画の促進

NPO等の育成・支援

自治基本条例の適切な進行管理

審議委員の一般公募、パブリックコメントの充実

地域活動・ボランティア活動の活性化

まちづくりに関する学習機会の提供

その他
回答数＝243
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情報収集について

　防災のための情報をどこから得ているかたずねたところ、「広報中標津」（32.3％）が

第１位に挙げられ、次いで「インターネットやスマートフォン」（21.6％）、「テレビ」

（20.6％）、「コミュニティFMラジオを活用した防災放送」（14.8％）などの順となって

います。

　年齢別の第１位は40代・50代・60代・70歳以上では「広報中標津」、他の年齢層では

「インターネットやスマートフォン」となっています。

[図表92～93参照]

27.3 18.2

計根別農協区域
テレビ 広報中標津 コミュニティFMラジオを活用した防災放送

35.7 28.6 21.4

インターネットやスマートフォン テレビ
41.7 25.0 16.7

計根別市街
広報中標津 テレビ 中標津町緊急情報メール「キキボウ」

36.4

居
住
地

中標津市街
広報中標津 インターネットやスマートフォン テレビ

31.9 22.3 19.8

中標津町農協区域
広報中標津

70歳以上
広報中標津 テレビ コミュニティFMラジオを活用した防災放送

37.6 30.6 14.1

60代
広報中標津 テレビ コミュニティFMラジオを活用した防災放送

31.6 22.8 19.3

50代
広報中標津 インターネットやスマートフォン コミュニティFMラジオを活用した防災放送

31.5 22.2 （同率２位）22.2

40代
広報中標津 インターネットやスマートフォン コミュニティFMラジオを活用した防災放送

29.8 （同率１位）29.8 15.8

42.9 28.6 -

30代
インターネットやスマートフォン 広報中標津 テレビ

40.0 30.0 17.5

図表93 防災のための情報をどこから得ているか（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
インターネットやスマートフォン 広報中標津 同率複数のため省略

8　防災対策（情報収集）について

（１）

　問66　あなたは、防災のための情報をどこから得ていますか？

▼

　● 「広報中標津」が第１位。次いで「インターネットやスマートフォン」、
　　 「テレビ」の順。

図表92 防災のための情報をどこから得ているか（全体／複数回答）

32.3%

21.6%

20.6%

14.8%

9.7%

1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

「広報中標津」

インターネットやスマートフォン

テレビ

コミュニティFMラジオを活用した防災放送

中標津町緊急情報メール「キキボウ」

その他
回答数＝310

81



　コミュニティFMラジオを活用した防災放送を聴いたことがあるかたずねたところ、「たまに

聴いている」（37.5％）これに｢よく聴いている｣（12.5％）をあわせた“聴いている”人は、

50.0％となっています。

　一方、“聴いたことがない”人（「放送していることは知っているが、聴いたことはない」

（20.2％）､「放送していることを知らず、聴いたことがない」（23.2％）の合計）は

43.4％となっています。

　性別の“聴いている”人の割合は男性が45.7％、女性が50.5％と女性が4.8ポイント上回

っています。

　年齢別の“聴いている”人の割合は､70歳以上が60.7％と一番高くなっていますが､30代

では31.8％と低くなっています。[図表94参照]

　問67　あなたは、コミュニティFMラジオを活用した防災放送を聴いたことがありますか？

▼

　●「聴いている」が50.0％。「聴いたことがない」が43.4％。

図表94 コミュニティFMラジオを活用した防災放送について（全体、性別、年齢、居住地）

12.5%

16.9%

10.1%

0.0%

4.5%

4.0%

17.2%

16.1%

17.6%

11.4%

9.1%

14.3%

33.3%

37.5%

28.8%

40.4%

33.3%

27.3%

44.0%

37.9%

32.3%

43.1%

40.0%

36.4%

14.3%

22.2%

20.2%

25.4%

20.2%

55.6%

27.3%

24.0%

13.8%

19.4%

13.7%

22.1%

9.1%

14.3%

11.1%

23.2%

23.7%

23.6%

11.1%

36.4%

24.0%

24.1%

29.0%

15.7%

22.9%

27.3%

28.6%

22.2%

6.5%

5.1%

5.6%

0.0%

4.5%

4.0%

6.9%

3.2%

9.8%

3.6%

18.2%

28.6%

11.1%

割合

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

よく聴いている たまに聴いている
放送していることは知っているが、聴いたことはない 放送していることを知らず、聴いたことがない
無回答

9

59

89

22

25

29

31

51

回答数
168

140

11

7

9

性
別

年
齢

居
住
地
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Ⅲ　まちづくり町民アンケート自由意見



（1）自由意見の記入状況
　自由意見欄に意見等を記入した人は、61人で、回答者（168人）に対する記入率は、

36.3％でありました。これらの自由記述された意見は61件となっています。

　集約した意見を「まちづくり・行財政分野」「健康・福祉・医療分野」「経済・産業

分野」「生活基盤分野」「生活環境分野」「教育・文化分野」の６つの分野で区分し、

まとめると次のとおりとなります。[図表95参照]

図表95 自由意見一覧

分野 性別 年齢 意見集約

20歳代

バスは人が乗っていないことも多いが、なくてはならない人もいる。バスが大きすぎるのでは？他自治体で行ってい
る゛エコバス´という小さいバスがとてもいいと思っていました。検討をお願いします。開陽台の階段整備、インスタ映
えができるようなパネルやオブジェの設置、建物内の虫の駆除をお願いしたいです。クリニック（入院することのない
施設で皮膚科や整形外科など）を作ってほしい。役場の中が暗い。いくら節電とはいえ、行きたくならないし、職員の
方々も暗く感じる。対応も悪く感じる。町営球場も新しくしてほしいです。

より良い町にするためにがんばりましょう。

クレームやしがらみが多く、職員の皆様は大変だと思いますが、より住みやすい町づくりのためにこれからも頑張っ
て下さい。

老人と子どもにやさしい町づくりをおねがいします。アンケートの集計がんばってください！

アンケートが長すぎる。一つのテーマでアンケートに回答したい。

質問が多すぎる！ペーパーレス化必要です！

常に住みやすい町にしようと取り組んでいる職員のみなさまには感謝の気持ちでいっぱいです。引き続きよろしくお
願いします。積極的な協力はできませんが町民として普通に暮らすことで町に貢献できればと考えます。

60歳代 アンケートに答えるのが難しい。よくわからないことがあって返答に困ることが多い。

町はよくやってくれている。現在の状況に満足している。

毎年15億の赤字が出ている町立病院をなんとかするべきでは。ゴミの不法投棄について厳しく罰則条例を作り実
行。

しっかりコロナ対策をして下さい。町が崩壊してしまいます。

運動施設利用料について、住民の健康増進につながる場所の利用料が高いと感じる。きれいな施設であることは
わかるが、その分利用料が高いと足が遠のく。将来的にみても利用者の健康につながる価値ある場所だと思うの
で検討して頂きたい。

「住み続けたい」と言われる町になるといいですね。

「健康で文化的な最低限度の生活」は、中標津町にいる間は満たせるが、゛最低限度゛にすぎないと思っている。
スーパー等の商業施設や図書館などの学習施設、子供が楽しむ公園環境、火災や地震の際の町の対応、高齢者
が体育館を楽しそうに利用している姿をみるとどれもバランスがよい町だと思う。それでも、いくつか改善して欲しい
ことがある。①.医療体制の充実。地域医療で、医師の数が少なく派遣、大きい病気は釧路まで山ごえで行くという
医療資源のとぼしさ。②車の免許がない人への対応。③.若者が集まる場所がないこと。④科学館などの学習施設
がないこと。⑤子供たちの学力低下⑥イベント等の開催は定期的がよいこと。⑦生活保護世帯の適切な取り締ま
り。⑧職業の講座の開催。最後に、このアンケートの問題数が多く解答まで２時間かかった。QRコードにしてイン
ターネット解答ではダメか？

役場の窓口の方の態度が悪い方がいます。

40歳代

若者が、好きだからこの町に住むとポジティブな理由で町に住む選択のできる町になればいいです。親の立場では
町外へ出なさいと言ってしまいたくなります。視野、見識の広い人間が増えれば町も変わります。もっと町民が自由
に意見を上げられるクリアな行政になるのを期待します。学校、教師の質の向上、福祉の質、量の向上、医療施設
の向上、改善。これだけで人間は豊かに暮らせます。お金がなくても出来ることはあります。根っこはとてもシンプル
だと思います。行政が変われば町民も変わります。期待しています。

日頃、中標津の町づくりの為にご尽力して下さりありがとうございます。この区域においても感染拡大がみられ情報
の提供や対策等で追われていることと思います。皆様の「勤勉な働きには価値がある」のでご自身の健康に留意し
ながらお仕事なさってください。アンケートには答えられるところと一町民の立場としては答えにくいところもありまし
たが、ぜひお役立ていただければと思います。

自分が老後この町に住むのには不安があります。現在親が他の町に住んでいますが色々な福祉サービス例えば
灯油の商品券、タクシーチケット、魚貝類の無料配布、独居老人に対して警備を通した電話機の設置など町ぐるみ
でお年寄を見守るという形をとっています。本町はそういう取り組みが無いと聞くとこの町で老後を過ごすのはとて
も不安です。

ずっと中標津に住んでいますが、この街が大好きです。もう少し子供やお年寄りが、安心して暮せるようになったら
いいなぁと思います。

町の活性のため町を良くしたいと思ってる人はいますが、相談しても今までやった事がないからと言われてやりたく
ても出来ないと言ってる人がいました。やる気のある人をダメにするのではなく前向きに対処しないとこの町は過疎
化してしまう。天下りの時代はもう終わらせ、適材適所で能力を発揮出来る様教育していく方が良いのではないか。

男性 40歳代

１　自由意見

30歳代

まちづくり・
　行財政分野

女性

50歳代

30歳代

50歳代

70歳以上

20歳代
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図表95 自由意見一覧
町で色々な事をやって下さる事。本当に有難く嬉しく思いますが、自分から情報をキャッチし、行動できる人は限ら
れています。まずは、行ける手段を早急に整えて下さい。元気な高齢者を元気で過す為にも。それは町にとっても、
町財政を圧迫しない為にも大切です。

これから先も自然豊かな緑の町であってほしい。中心街がさみしいのでもっと人が集まるように考えてほしい。

高齢で車が運転出来なくなり、買い物に病院と心配です。タクシーの割引チケットでも出来ないでしょうか。他の町
で実行していると聞いてます。バスは乗り降りが足が弱く心配です。

未だ下水マンホールのフタの段差があり、車がガタガタ。受益者負担でその分値上もよいと思う。町づくりは自分達
がすべきもの。病院の赤字増大でできる事業もできない。ゴミの減量は生ゴミにある。生ゴミだけ集めて、資源化
（肥料）しては。車の電動化に向け、率先して充電ステーションのモデル事業を。農試の市街地側農地について、代
替地をみつけ、将来的にエコタウンとして開発。高規格道路の中標津市街地との接点によっては、街づくりは大きく
変る。例えば、計根別を回ってくるとか。役場庁舎内の環境を良くするため、会議室を執務室に。会議室はプレハ
ブ。今後の少子高齢化による経費増が見込まれ、町財政健全化がより望まれる。町議の定数削減はもとより、なり
ふりかまわず、あらゆる経費削減、受益者負担増は止むを得ない。根室管内中核都市として、さらなる企業誘致を
目指して。

男性 70歳以上
一番こまる事は病院ですね。釧路の病院へ行かなければなりません。交通便、コロナで行けない状態です。午前中
だけの診断なので不便を感じております。勝手なお願いなんですが口をそろえて言っております。

30歳代
障害者施設では、見えない部分で陰口や無視されてやめる人や他の所へ移ってもまだ言われてる人が複数いま
す。

50歳代 80才になろうとしている親の今後の介護が不安。施設の空きも少なく、どうしたら良いかと毎日考えています。

70歳以上
老人ホーム等を充実させ安心した老後を過ごせるように取り組んでほしい。町の人口を増やし、それが税収増加に
つながれば、町の福祉活動等に生かせる。ふるさと納税の取り組みを充実させ町の収入を増やす努力が必要であ
る。

男性 50歳代
現状維持の中、財政再建を望む。ふるさと納税による収入確保。機構改革による特代した課の設置・職員の増員。
片手間ではできる事が限られる。本腰を入れ、もっと大胆に展開してはいかがでしょうか？

30歳代

廃校の再活用をお願いしたい。へき地にも子供からお年寄りまで自由にコミュニケーション取れる場所がほしい。遊
具ももったいない。許可がないと使えないのも不便。みらいるのような場所が増えてほしい。せっかく町内に高校ま
であるのだし、ラウンドワンのような自由にスポーツを楽しめる所がほしい。330アリーナは正式スポーツ向けなので
使いづらさを感じる。タクシーやバスの利便性が上がればお年寄りの活動も広がると思う。

40歳代
観光やイベントなど折角やり始めても継続されなかったり、情報の発信などが上手ではない気がします。今大人気
のシマエナガが見られる公園である森林公園など、もっと整備されて活用されても良いと思います。

60歳代
道の駅を是非検討していただきたい。黒字の道の駅がないため。今後も作るつもりはないと聞いているが町の商業
の活性化と、目立った観光スポットもないので少しでも町外の人に消費する場所とイメージ作りのために考えてほし
い。地元の企業を応援しようと地元で買い物することを意識しているがつい手近な所で消費してしまう。

男性 60歳代
中標津町を住み良い環境にするため、インフラの整備充実をお願いします。特に、市街地、住宅地域のすべての道
路の舗装、側溝等の整備、舗装道路の修繕、歩道の整備修繕等をしっかり行ってほしい。歩きやすい町をお願いし
ます。

通学路の白線の引きなおしを早急にお願いしたいです。消えている為、車が赤信号でも突っ込んで来るので、子供
を安心して送り出すことができない。特に森の家近くの坂道等。

夜間走る時暗すぎて走りにくい。

50歳代 桜ヶ丘3丁目を早く舗装してほしい。

60歳代
町の中を大きなバスが走っていますが、いつもガラガラな様子です。無駄が多いのでは？中標津は大好きな町で
す。

男性 60歳代
お墓について、できるなら共同の墓で希望にそって個別にしたり（骨箱で）一緒にしたり（他の人と）して作ってほし
い。ある程度は有料でもかまわない。

女性 40歳代
合同墓を一日も早く作って下さい。私は夫と暮らしていますが、どちらかが死んでも身よりもなく、お骨をどうしたらい
いかわかりません。ゴミ収集は個別収集ですが、人件費や安全面を考えても一般的なステーション収集方式にする
べきだと思います。それだけでとても経費も減らせます。

無回答 70歳以上 働く職場が多くあり、若者が喜び楽しく住める町であってほしい。

20歳代
働きながら子育てをするという環境が整っていればとても住み心地の良い町になると思います。町にはたくさんのイ
ベントがありますし、コロナがなければ毎年楽しい日々を過ごせていたと思います。家の前にスクールバスが通るの
にその学校には校区外のため行くことができないなどもう少し臨機応変に対応してもらえるとすごく助かります。

30歳代
西町にあった児童館を新たに建設してほしい。学童保育利用時、川西方面の住まいだと、東中だと逆方向になって
しまう。幼稚園も一律で給食にしてほしい。
教育については本当に改善していただきたい。学校の通級はとても不充分。今時、みんな同じ教育は古い。町から
人材育成するには一人一人にあった教育を充実させ、一人一人が夢を持てる教育にして欲しい。
去年４月から西12条北に保育園が出来ましたが園児の運動会が出来ないと思います。土の広場はある程度、とな
りの児童公園と共用を考えるべきです。保育園は40～50年使用すると思うと、早く実施すべきと考えます。

子どもが幼少期は、ゆめのもり公園によく遊びに行ってました。ただであの施設が利用できることに感謝していま
す。子育て世代には大変ありがたい施設でした。今は保育施設も充実してきて、子育て世代が気軽に預けることが
できるようになってきています。働くお母さんにとってはありがたいことですが、親子で過ごす時間が減っているよう
で少し寂しい気持ちもあります。楽な子育てだけではなく、幸せな子育てができる町になるといいと思います。満３才
制度等のあり方を見直してほしいです。満３才制度をとり入れることで大変になるのは保育者のみなさんではない
でしょうか。医療体制も見直してほしいです。釧路の病院まで行った方が安心という声も聞こえてきます。

現在中標津で１才半の子供を育児中です。保健センターのサポートや、るるるなど一時預かりサービスがあるのも
すごく助かっています。児童館みらいるや、夢の森などは素晴しいのですが、他の普通の公園は整備がちょっと雑
と感じることも。予算もあって難しいけど、夢の森以外の公園の整備があるとうれしい。国道沿いにもっと店舗を充
実させ、道東の通過点にする。その上で市街地に人を呼ぶには、町中の店は専門性を高める。

教育・文化分野

女性

生活環境分野

40歳代

30歳代

女性

生活基盤分野

60歳代

男性

女性

健康・福祉・医療
分野

女性

女性
まちづくり・
　行財政分野

経済・産業分野

70歳以上
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図表95 自由意見一覧

教育・文化分野 女性 50歳代

不登校の問題です。都会に行けば沢山の選択をする事ができますが、ここでは１つしかありません。しかもそこにも
行けない子が沢山います。親は子供が学校に行けば安心なんです。まわりの子と同じだから。でも、その１日を保
健室で過す子供に何が残るんでしょうか？先生と親・子の問題だけではなく、行政としてももう少し広げてもらえた
ら、選択できたら。親から話きいたらと思うけどお金が必要になるのでできないんでしょうか。それこそボランティアっ
ていう手もあると思うのですが。登校できない事で親も子も悩みます。子育てに、もう少し協力してほしかったと思い
ます。
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Ⅳ　参考資料



　町民の皆様には、日頃から町政に対し格別のご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
　中標津町では、まちづくりを進めるうえでの指針となる第６期中標
津町総合発展計画に基づいて各種事業を進めてきました。
　本調査は、町の取り組みに対する町民の皆様の声を調査し、行政評
価の参考資料とさせていただくとともに、今後の町政に反映していく
ことを目的として、町内にお住まいの20歳以上の方の中から500名
を無作為に抽出してお願いしております。
　このアンケートは統計的に処理し、本調査の目的以外に利用するこ
とはなく、ご迷惑をおかけすることは絶対にありません。
　今後のまちづくりを皆様とともに考えていきたいという趣旨をご理
解のうえ､率直なご意見をお聞かせくださいますようお願いします。

　　令和3年５月

　　　　　　　　　　　　　　　　　中標津町長　 西　村　　 穣

　１．ご回答は宛名のご本人にお願いいたします。
　２．お答えは、設問ごとに（１つに○印）、（２つまで○印）などそれぞれ
　　　指定していますので、おまちがえのないようお願いします。
　　　○印は、番号を囲むように濃くつけてください。（例　1 ．）
　３．ご記入いただいたアンケートは５月２8日（金）までに同封の返信用
　　　封筒に入れて返送してください。（切手は不要です。）
　４．このアンケートについてのお問い合わせは、下記の連絡先までお願い
　　　します。
　　　　　　　　　　中標津町　総務部　企画課
　　　　　　　　　　電　話：0153-73－3111（内線327）
　　　　　　　　　　ＦＡＸ：0153-73－5333

≪第６期中標津町総合発展計画≫に基づく

まちづくり町民アンケート

ご協力のお願い



問 1 　それぞれの項目ごとにあてはまる番号１つに○印を付けてください。

　１．20歳代

　２．30歳代

　３．40歳代

　１．農林業

　２．製造業・建設業

　３．卸小売業・飲食業

　４．その他サービス業等
　　　（公務員を含む）

　１．夫婦（子どもはいない）

　２．親子（２世代）

　３．親・子・孫（３世代）

あなたご自身のことについてお伺いします

　４．50歳代

　５．60歳代

　６．70歳以上

　１．男性　　 　　２．女性（１）あなたの性別

（２）あなたの年齢

　１．1年未満

　２．1年以上5年未満

　３．5年以上20年未満

　４．20年以上

　３．計根別市街

　４．計根別農協区域

　４．単身（あなた１人）

　５．その他

　１．中標津町 　２．根室管内 　３．道内 　４．道外 　５．国外

　１．町内　　　　　２．町外　　　　　３．該当なし・その他

　１．中標津市街

　２．中標津町農協区域

　５．パートタイム・アルバイト

　６．主婦（夫）

　７．無職

　８．学生・その他

（７）あなたの居住地

（８）あなたの居住年数

（３）あなたの職業
　　（※主たるもの）

（４）あなたの通勤・通学先

（５）あなたの家族構成

（６）あなたの出身地
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問 2

問 3
　①　あなたは、今後も中標津町に住み続けたいと思いますか。

１．住み続けたい ３．どちらかといえば住みたくない

２．どちらかといえば住み続けたい ４．住みたくない

愛着度・定住意向についてお伺いします

　　１．感じている　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば感じていない

　　２．どちらかといえば感じている　　　　　　　４．感じていない

　あなたは、中標津町に「自分のまち」としての愛着を感じていますか。

　定住意向についてお伺いします。

  　（１つに○印を付けて下さい。）

     （１つに○印を付けて下さい。）

 １．日常の買い物が不便

 ２．道路事情や交通の便が悪い

 ３．地域の行事や近所づきあいが面倒

 ４．子どもの保育・教育のことが心配

 ５．町内に適当な職場が少ない

 ６．保健・医療・福祉分野のサービスや

     施設が不十分

 ７．消防・防災・防犯体制に不安を感じる

 ８．スポーツ施設や文化施設が不十分

 ９．生活基盤施設の整備が遅れている

 10．コミュニティ活動など住民の交流がない

 11．情報通信基盤が整っていない

 12．その他

    （具体的に：  　　　　　　                    ）

 １．自然が豊かだから

 ２．教育環境がよいから

 ３．通勤や通学が便利だから

 ４．医療や福祉が充実しているから

 ５．日常の買い物が便利だから

 ６．生活する環境が便利だから

 ７．職場があるから

 ８．親や親戚がいる住み慣れた土地だから

 ９．友人など人間関係があるから

 10．町の将来に希望がもてるから

 11．特に理由はない

 12．その他

     （具体的に： 　　　　　　                    ）

  ②　住み続けたい主な理由は何ですか。
       （３つまで○印を付けて下さい。）

  ③　住みたくない主な理由は何ですか。
       （３つまで○印を付けて下さい。）

※①で「１．」または「２．」に○をつけた方は
  ②にお答えください。

※①で「３．」または「４．」に○をつけた方は
  ③にお答えください。
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問 4

問 5

問 6

問 7

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

まちの現状についてお伺いします。

　１．健康で安心して暮らせるまち　　　　　　 　  ６．広域的な拠点都市機能が集積したまち

　２．酪農や商工業など活力ある産業のまち 　     　７．教育文化スポーツ等の水準の高いまち

　３．自然と共生する美しいまち　　　　　 　　  　８．多くの人が訪れる観光・交流のまち

　４．便利で快適に暮らせるまち　　　　　　　　   ９．その他

　５．町民同士がふれあい豊かに暮らすまち　　　 　　（具体的に：　　　　　　　　　　　   　　）

　１．関心を持っている　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば関心を持っていない

　２．どちらかといえば関心を持っている　　　　　４．関心を持っていない

3．どちらかといえば満足していない

4．満足していない

１．そう感じる

町民と行政が協力してまちづくりが進められていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。)

全体的にみた中標津町のまちづくりに満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

３．どちらかといえばそう感じない

※　質問には、あなたの尺度であなたの感じるままにお答えください。自

分が関わっていない部分などでわからない場合は、あなたの周りの状況な

どを参考にお答えください。

今後のまちづくりにおいて、中標津町をどのような特色のあるまちにすべきだと考
えますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

１．満足している

２．どちらかといえば満足している

○満足している理由 ○満足していない理由

まちの計画や取り組みに関心を持っていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）
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問 8

問 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問 10

問 11

自然、公園、家の周辺などの「まちの緑」に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由

○満足している理由 ○満足していない理由

○そう感じない理由

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

生活環境についてお伺いします

○そう感じない理由

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

道路や河川などが適切に維持管理（側溝清掃、草刈りなど）されていると感じます
か。（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

中心市街地は便利で利用しやすいと感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

○そう感じる理由

公共交通（バス）を利用して、便利に暮らすことができると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）
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問 12

問 13

　

問 14

問 15

問 16

安定して水道水が利用できていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

墓地の施設に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

　１．道路の改良、舗装　　　　　　　　　　　　　７．集会所

　２．道路側溝の整備　　　　　　　　　　　　　　８．高齢者福祉施設

　３．ガードレール等交通安全施設　　　　　　　　９．障がい者福祉施設

　４．下水道・排水路　　　　　　　　　　　　　　10．商店・スーパー

　５．駐車場　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．街路灯・防犯灯

　６．公園、子どもの遊び場（ひろば）　　　　　　12．その他（具体的に：　　　　　　　　　）

中標津空港利用の利便性に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

4．満足していない

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

２．どちらかといえば満足している

○満足している理由 ○満足していない理由

　１．広域幹線道路（国・道道）の整備充実　　　　４．中標津空港の航路の充実

　２．町内幹線道路の整備充実　　　　　　　　　　５．路線バスの利便性向上

　３．地区内の身近な生活道路の整備充実　　　　　６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

今後、町及びその周辺ではどのような道路、交通手段が必要と考えますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

身近な生活環境のなかで、今後どのような施設の整備充実が必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない

○満足している理由 ○満足していない理由
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問 17

問 18

問 19

問 20

問 21

問 22

日常生活でインターネットなどを活用していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

地域や企業などでの防犯活動に参加していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

地域の自然環境や生活環境を保全するため、今後どのような取り組みが必要だと思
いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備　　５．学校・生涯学習など情報教育の充実

　２．町のホームページの充実　　　　　　　　　　６．個人情報保護対策等セキュリティ強化

　３．申請・届出など手続の電子化　　　　　　　　７．情報弱者への対応

　４．各種行政情報など多様な分野での情報　　　　８．その他

　　　サービスの提供　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．活用している　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば活用していない

　２．どちらかといえば活用している　　　　　　　４．活用していない

　１．環境美化活動の支援　　　　　　　　　　　　６．緑あふれる景観づくりの支援

　２．ごみ減量化・リサイクル活動の支援　　　　　７．自然保護運動の支援

　３．不法投棄など取り締まりの強化　　　　　　　８．自然環境の調査・監視体制の強化

　４．河川の水質浄化対策の推進　　　　　　　　　９．環境保全意識の啓発

　５．省エネルギーや新エネルギーの導入　　　　　10．その他（具体的に：　　　　　　　　　　）

　１．参加している　　　　　　　　　　　　　　　３．あまり参加していない

　２．たまに参加している　　　　　　　　　　　　４．参加していない

日頃から家庭で災害（地震や風雪災害など）への備えをしていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

○そう感じない理由

　１．している　　　　　　　　　　　　　　　　　３．あまりしていない
　
　２．どちらかといえばしている　　　　　　　　　４．していない

インターネットを活用した社会に対応するため、今後どのような取り組みが必要だ
と思いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由

お住まいの地域は「良好なまちなみ（住環境）である」と感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）
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問 23

問 24

問 25

問 26

問 27

消費生活に関する相談窓口が役場にあることを知っていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

日頃から環境問題（温暖化、省エネルギー、ごみ減量など）について意識していま
すか。（１つに○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

　１．消防・救急体制（消防署）の充実　　　　　　７．防災施設（避難場所や消火栓など）

　２．消防団の体制の充実　　　　　　　　　　　　　　の整備充実

　３．防火・防災意識の啓発活動の充実　　　　　　８．災害時の情報連絡体制の充実

　４．消火訓練・避難訓練の充実　　　　　　　　　９．河川など災害発生危険箇所の整備

　５．地域における自主防災組織の育成　　　　　　10．その他

　６．防災ボランティアの育成 　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

町の消防・防災対策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．意識している　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば意識していない

　２．どちらかといえば意識している　　　　　　　４．意識していない

３Ｒ運動（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再生使用）を
していますか。（１つに○印を付けて下さい。）

　１．知っている　　　　　　　　　　　　　　　　２．知らない

環境問題への取り組みについてお伺いします

３．どちらかといえばそう感じない

　１．している　　　　　　　　　　　　　　　　　３．あまりしていない

　２．どちらかといえばしている　　　　　　　　　４．していない

健康保険や年金の制度に関して、知りたい情報が得られていると感じますか。
   （１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

１．そう感じる
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問 28

問 29

問 30

問 31

問 32

4．満足していない

○満足している理由 ○満足していない理由

森林づくり活動（植樹、下刈・枝打ち体験等）に参加していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

地元の農畜産物（乳製品、肉、野菜、加工品等）を身近に感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

産業振興についてお伺いします

地元で買い物をすることを意識していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえばそう感じる

　１．参加している　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば参加していない

　２．どちらかといえば参加している　　　　　　　４．参加していない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

４．そう感じない

　１．意識している　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば意識していない

　２．どちらかといえば意識している　　　　　　　４．意識していない

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

　１．商店の専門店化や品揃えの充実　　　　　　　６．駐車場や自転車置き場の整備

　２．歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備　　　　　７．後継者（若手経営者）の確保・育成

　３．地元商業者主体の共同店舗等の整備　　　　　８．核となる大型店の誘致

　４．休業日、営業時間の改善など　　　　　　　　９．その他

　５．イベント、売出し等共同事業活発化 　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

まちの観光資源（景観、場所、食、イベントなど）に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえば満足している

町の商業振興について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）
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問 33

問 34

問 35

問 36

○満足している理由 ○満足していない理由

町の保健・医療対策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．医療機関の充実　　　　　　　　　　　　　　７．健康づくり活動の充実

　２．救急・休日・夜間医療の充実　　　　　　　　８．健康に関する知識の普及

　３．往診・訪問看護など在宅医療の充実　　　　　９．保健師などの訪問活動の積極的推進

　４．各種検診の充実　　　　　　　　　　　　　　10．食育や食生活改善運動の推進

　５．感染症対策の充実　　　　　　　　　　　　　11．その他

　６．健康教育や健康相談の充実 　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　 ）

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない

○満足している理由 ○満足していない理由

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

保健・医療・福祉についてお伺いします

地域医療、救急・災害時医療体制に満足していますか。
　（1つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

　１．美しい景観の保全・整備　　　　　　　　　　７．観光ルート設定や観光案内標識整備

　２．既存観光施設の充実　　　　　　　　　　　　８．町外への観光ＰＲや情報提供の強化

　３．地域特色のある観光・体験施設整備　　　　　９．地域性のある各種イベントの充実

　４．観光サービス施設の整備　　　　　　　　　　10．来訪者へのサービスの向上

　５．地域特色のある料理、土産品の開発　　　　　11．その他

　６．リゾート施設やテーマパークの整備 　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　 ）

町の観光を振興するため、今後どのようなことに特に力を入れるべきだと思います
か。（２つまで○印を付けて下さい。）

雇用対策（通年雇用、雇用の創出・確保など）に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない
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問 37

問 38

問 39

問 40

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．生きがいづくりや働く場の充実　　　　　　　　５．介護保険サービスや施設の充実

２．安心して利用できる道路づくりや施設づくり　　６．高齢者保健福祉サービスや施設の充実

３．高齢者と若い世代の交流機会の充実　　　　　　７．地域で見守るような住民の助け合い活動の育成

４．学習機会や健康づくり・スポーツの場の充実　　８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

町の高齢者施策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らしていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

町の子育て環境を充実させるため、今後どのような取り組みが必要だと思います
か。（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．保育所の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．子どもの遊び場など公園の整備

　２．子育てに関する相談・学習・交流の場の充実　　　　　６．児童館の整備

　３．子育て関係団体・ボランティアのネットワーク化　　　７．児童虐待の予防・解消対策の推進

　４．学童保育の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

地域や家庭で子どもが安心して育てられていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）
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問 41

問 42

問 43

問 44

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

健康診査やがん検診を毎年受けていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

　１．毎年受けている　　　　　　　　　　　　　　３．定期的ではないが受けたことがある

　２．毎年ではないが定期的に受けている　　　　　４．受けたことがない

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

町の障がい者施策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

身近なところで相談でき、支えてもらえる福祉の制度・活動があると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

障がい者サービスが整っていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

１．相談窓口や情報提供の充実　　　　　　　　　　　６．就労に向けた支援や雇用環境の整備

２．障がいの早期発見と教育・療育の充実　　　　　　７．障がいへの理解や交流

３．在宅支援サービスの充実　　　　　　　　　　　　８．社会参加の促進

４．入所施設やグループホーム等の整備　　　　　　　９．ボランティア活動などの地域福祉活動の促進

５．ユニバーサルデザインなどによるまちづくりの　  10．その他

　　推進　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　）
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問 45

問 46

問 47

問 48

問 49

問 50

２．どちらかといえばそう感じる

文化活動・芸術活動に取り組んでいますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

○そう感じない理由

　１．取り組んでいる　　　　　　　　　　　　　　３．あまり取り組んでいない

　２．どちらかといえば取り組んでいる　　　　　　４．取り組んでない

４．そう感じない

４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

青少年を見守る活動に参加していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

児童生徒が適切な環境の下で学習していると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

生涯学習情報誌｢らいふまっぷ｣から知りたい情報は得られていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。)

　１．得られている　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば得られていない

　２．どちらかといえば得られている　　　　　　　４．得られていない

１．そう感じる

文化・芸術の鑑賞や発表機会が充実していると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

３．どちらかといえばそう感じない

　１．家庭のしつけをとおした思いやりの　　　　　６．音楽や美術に力を入れた教育

　　　心の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　７．情報化に対応できる教育

　２．地域ぐるみでの子どもの育成活動　　　　　　８．基礎的な学力の向上を目指す教育

　３．ボランティア活動に重点をおいた教育　　　　９．食育に関する教育

　４．地域特性や地域の人材を活用した特色　　　　10．いじめなどの心の問題への対応

　　　ある教育　　　　　　　　　　　　　　　　　11．子どもの安全・安心対策の強化

　５．スポーツに力を入れた教育　　　　　　　　　12．その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

子どもの豊かな人間教育のために、どのようなことが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる

○そう感じる理由

１．参加しているし、今後も参加したい　　　　　　３．参加しているが、今後は参加するつもりはない

２．参加してないが、今後は参加したい　　　　　　４．参加してないし、今後も参加するつもりはない

教育・文化・スポーツについてお伺いします
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問 51

問 52

問 53

問 54

問 55

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

スポーツ活動をより活発にしていくためには、今後どのような取り組みが必要だと
思いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

男女が平等に参加できる社会の仕組みになってきていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

　１．取り組んでいる　　　　　　　　　　　　　　３．あまり取り組んでいない

　２．どちらかといえば取り組んでいる　　　　　　４．取り組んでない

　１．各種講座などの情報提供の充実　　　　　　　６．音楽・美術などの鑑賞機会の充実

　２．指導者や相談体制の充実　　　　　　　　　　７．学習・文化活動等の発表機会の充実

　３．各種講座や催し物の内容の充実　　　　　　　８．学習・文化団体への支援

　４．文化施設など活動の場の整備充実　　　　　　９．文化イベントの企画・開催

　５．史跡・文化財の保存や伝統文化の　　　　　　10．その他

　　　後継者の育成 　　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

　１．指導者や相談体制の充実　　　　　　　　　　５．スポーツ団体への支援

　２．各種講座などの情報提供の充実　　　　　　　６．スポーツイベントの企画・開催

　３．各種講座や催し物の内容の充実　　　　　　　７．その他

　４．スポーツ施設など活動の場の整備充実　　　　　 （具体的に：　　　　　　　　　　　　　）

人権・男女共同参画についてお伺いします

４．そう感じない

男女が平等に参加できる社会を形成するため、今後どのような取り組みが必要だと
思いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

生涯学習活動・文化活動をより活発にしていくためには、どのようなことが必要だ
と思いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる

○そう感じる理由

　１．女性の働く場所の充実　　　　　　　　　　　６．男女の固定的な役割分担意識解消に

　２．保育や介護サービスの充実など働き　　　　　　　向けた啓発

　　　やすい環境の整備　　　　　　　　　　　　　７．町の審議会や委員会などへの女性の

　３．育児・介護休業制度の一層の普及　　　　　　　　登用

　４．女性の就労条件など企業に対する啓発　　　　８．男女共同参画についての学習の充実

　５．女性のための職業訓練の機会の提供　　　　　９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

運動やスポーツに取り組んでいますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

○そう感じない理由
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問 56

問 57

問 58

問 59

問 60

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

これまでの設問4から設問59において、今後必要と思われる取り組みなどについ
て、おたずねしてきましたが、選択された取り組みなどの実施・実現のためには、
町民の費用負担が必要となる場合がありますが、どのように考えますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

　１．賛成である　　　　　　　　　　　　　　　　４．どちらかといえば反対である

　２．どちらかといえば賛成である　　　　　　　　５．反対である

　３．どちらともいえない　　　　　　　　　　　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

北方領土問題を身近な問題として感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

　１．そう思う　　　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえばそう思わない

　２．どちらかといえばそう思う　　　　　　　　　４．そう思わない

国内外との交流活動について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．国内外の姉妹・友好都市交流　　　　　　　　６．案内板や刊行物等の外国語併記

　２．スポーツ、文化を通じた人的交流　　　　　　７．地域の歴史等を通じた交流

　３．文化などを紹介するイベント　　　　　　　　８．その他

　４．町内や隣接圏域の外国人との交流会　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

　５．学校教育・生涯学習などでの外国語教育

北方領土問題についてお伺いします

　１．知っている　　　　　　　　　　　　　　　　２．知らない

取り組みに対する費用負担についてお伺いします

国際交流や他地域との交流に参加したいと思いますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

地域間交流についてお伺いします

女性が抱える様々な悩みに対応する相談窓口があることを知っていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）
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問 61

問 62

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

　 １．町内会や自治会などの活動

　 ２．公園・道路の清掃や花壇の世話

　 ３．自然保護や環境保全、リサイクル等に関する活動

　 ４．農協や商工会などの活動

　 ５．老人クラブや女性団体、子ども会などの活動

　 ６．子育て支援に関する活動

　 ７．ＰＴＡ、青少年の健全育成に関する活動

　 ８．教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動

　 ９．伝統芸能の保存に関する活動

 　10．高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動

 　11．通院介助や健康管理の指導など保健・医療に関する活動

 　12．募金や寄付、バザー等に関する活動

 　13．地域づくりやまちおこしに関する活動

 　14．自主防災や災害援助に関する活動

 　15．交通安全に関する活動

 　16．パトロールなど防犯に関する活動

 　17．国際交流、国際協力に関する活動

 　18．その他（具体的に： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．どちらかといえばそう感じない

町の情報について、知りたい情報が得られていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

【 ①で「１．」または「２．」に○をつけた方にお伺いします。 】
　②　あなたは、今後（今後とも）どのような地域活動・ボランティア活動に参加したいと思
いますか。（３つまで○印を付けて下さい。）

住民活動等についてお伺いします

　１．現在、参加しているし、今後も参加したい

　２．現在、参加してないが、今後は参加したい

　３．現在、参加しているが、今後は参加するつもりはない

　４．現在、参加してないし、今後も参加するつもりはない

１．そう感じる

地域活動・ボランティア活動についてお伺いします。
①　あなたの地域活動・ボランティア活動への、現在の参加状況と、今後の参加意
向についておたずねします。（１つに○印を付けて下さい。）

中標津町役場についてお伺いします
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問 63

問 64

　

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

将来人口目標についてお伺いします

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

役場の窓口はわかりやすく、利用しやすいと感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

第6期中標津町総合発展計画【計画期間：平成23年度～令和2年度（2011年度～
2020年度）】では、令和2年度の将来人口を25,000人と設定していましたが、
現在は人口減少に転じています（令和２年３月末現在23,091人）。今後、人口減
少対策として、どのような取り組みが必要だと思いますか。
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問 65
　

問 66

問 67 コミュニティＦＭラジオを活用した防災放送についてお伺いします。
あなたは、コミュニティＦＭラジオを活用した防災放送を聴いたことがあります
か。（１つに○印を付けて下さい。）

　　１．「広報中標津」　　　　　　　　　　　　　４．コミュニティＦＭラジオを活用した防災放送

　　２．中標津町緊急情報メール「キキボウ」　　　５．テレビ

　　３．インターネットやスマートフォン　　　　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　１．よく聴いている　　　　　　　　　　　　　３．放送していることは知っているが、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴いたことはない

　　２．たまに聴いている　　　　　　　　　　　　４．放送していることを知らず、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴いたことがない

行政との関わりについてお伺いします

　１．的確迅速な行政情報の提供・公開のための、広報活動の充実

　２．できるだけ多くの住民の意見や要望を聞くための、広聴活動の充実

　３．講座や教室の開催等を通じた、まちづくりに関する学習機会の提供

　４．地域活動・ボランティア活動を活性化するための仕組みづくり

　５．町民参画・協働のまちづくりの方向性や基本的な役割分担等を定めた自治基本条例の

　　　適切な進行管理

　６．各種行政計画策定の際の審議委員の一般公募、パブリックコメント（ホームページ等

　　　を通じた住民意見の募集）の充実

　７．公共施設の整備・管理や公共サービスの提供への町民及び民間の参画・協働を促進す

　　　る仕組みづくり

　８．新たなまちづくりの担い手としてのＮＰＯ（民間非営利組織）等の育成・支援

　９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

これからのまちづくりは、より多くの住民の皆さんが町政に参画して、課題解決や

地域づくりを行う「町民参画・協働のまちづくり」が重要なテーマとなります。あ

なたは、この「町民参画・協働のまちづくり」を進めるためには、行政に何が必要

だと思いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

防災対策（情報収集）についてお伺いします

あなたは、防災のための情報をどこから得ていますか。
　（あてはまるもの全てに○印を付けて下さい。）
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＜ 自 由 意 見 欄 ＞

自由意見について

　　　 ※　ご記入いただいたアンケートは５月２8日（金）までに
　　　　　 同封の返信用封筒に入れて返送してください。（切手は不要です。）

ご協力ありがとうございました。

◎　あなたの生活で現在もしくは将来に向けて町の行政に望むことやまちづくりについて、ご
意見などがございましたらご自由にお書きください。
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町町町町    民民民民    憲憲憲憲    章章章章    （（（（昭和昭和昭和昭和 40404040 年年年年 7777 月月月月 1111 日制定日制定日制定日制定））））            わたしたちはわたしたちはわたしたちはわたしたちは、、、、朝夕気高朝夕気高朝夕気高朝夕気高いいいい武佐岳武佐岳武佐岳武佐岳をををを仰仰仰仰ぎぎぎぎ、、、、標津川標津川標津川標津川のののの流流流流れとともにひらけゆくれとともにひらけゆくれとともにひらけゆくれとともにひらけゆく     中標津中標津中標津中標津のののの町民町民町民町民ですですですです。。。。     はてしないはてしないはてしないはてしない緑緑緑緑のののの原原原原にににに、、、、先人先人先人先人のきびしいのきびしいのきびしいのきびしい開拓開拓開拓開拓のあとをしのびのあとをしのびのあとをしのびのあとをしのび、、、、そのそのそのその心心心心をうけてをうけてをうけてをうけて、、、、     みんなのみんなのみんなのみんなの力力力力でででで明明明明るいるいるいるい豊豊豊豊かなまちをつくるためにかなまちをつくるためにかなまちをつくるためにかなまちをつくるために、、、、このこのこのこの憲章憲章憲章憲章をさだめますをさだめますをさだめますをさだめます。。。。     

 １１１１    からだをきたえからだをきたえからだをきたえからだをきたえ、、、、しあわせなしあわせなしあわせなしあわせな家庭家庭家庭家庭にしましょうにしましょうにしましょうにしましょう     １１１１    誇誇誇誇りをもってりをもってりをもってりをもって働働働働きききき、、、、豊豊豊豊かなまちにしましょうかなまちにしましょうかなまちにしましょうかなまちにしましょう     １１１１    きまりをきまりをきまりをきまりを守守守守りりりり、、、、明明明明るいまちにしましょうるいまちにしましょうるいまちにしましょうるいまちにしましょう     １１１１    自然自然自然自然をををを愛愛愛愛しししし、、、、美美美美しいまちにしましょうしいまちにしましょうしいまちにしましょうしいまちにしましょう     １１１１    教養教養教養教養をををを高高高高めめめめ、、、、よりよいよりよいよりよいよりよい文化文化文化文化をををを育育育育てましょうてましょうてましょうてましょう     
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